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0
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鈴
木
敏
文 
２０２６年５月18日

93 歳

1９３２年12月1日団
体
・
公
職
歴

受
章
歴
等

1
9
7
9
年
11
月

1
9
8
9
年
5
月

1
9
9
3
年
5
月

1
9
9
4
年
5
月

1
9
9
5
年
5
月

1
9
9
7
年
5
月

1
9
9
7
年
6
月

1
9
9
8
年
8
月

1
9
9
9
年
5
月

1
9
9
9
年
7
月

2
0
0
0
年
7
月

2
0
0
1
年
4
月

2
0
0
3
年
11
月

2
0
0
5
年
11
月

（
法
）東
京
商
工
会
議
所 

商
業
部
会　

常
任
委
員

（
社
）日
本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
協
会 

会
長

（
社
）日
本
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
協
会

常
任
理
事

（
任
）日
本
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
協
会 

会
長

（
任
）日
本
小
売
業
協
会 

副
会
長

（
社
）経
済
団
体
連
合
会 

副
会
長

（
任
）東
京
経
営
者
協
会 

常
務
理
事

経
済
戦
略
会
議 

委
員

（
任
）日
本
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
協
会 

会
長

産
業
競
争
力
会
議 

委
員

産
業
新
生
会
議 

委
員

（
社
）経
済
同
友
会 

理
事

（
学
）中
央
大
学 

名
誉
博
士

（
学
）中
央
大
学 

理
事
長

1
9
9
7
年
4
月

1
9
9
9
年
8
月

2
0
0
3
年
4
月

2
0
1
1
年
2
月

2
0
2
6
年
5
月

藍
綬
褒
章

紺
綬
褒
章

勲
一
等
瑞
宝
章

紺
綬
褒
章

従
三
位

1
9
3
2
年
12
月

1
9
5
2
年
4
月

1
9
5
6
年
4
月

1
9
6
3
年
9
月

1
9
7
3
年
11
月

1
9
7
8
年
2
月

1
9
9
1
年
3
月

1
9
9
2
年
10
月

1
9
9
2
年
10
月

1
9
9
9
年
5
月

2
0
0
3
年
4
月

2
0
0
3
年
5
月

2
0
0
5
年
9
月

2
0
1
6
年
5
月

長
野
県
埴
科
郡
坂
城
町
に
誕
生

中
央
大
学
経
済
学
部
入
学

東
京
出
版
販
売（
株
）（
現 

（
株
）ト
ー
ハ
ン
）入
社

（
株
）ヨ
ー
カ
堂（
現 

（
株
）イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
）入
社

（
株
）ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン

（
現 

（
株
）セ
ブ
ン ‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
）設
立

専
務
取
締
役
就
任

（
株
）セ
ブ
ン ‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役
社
長
就
任

T
h
e S
ou
th
lan
d C
orporation

（
現 7-E

leven
, In
c.

） 

取
締
役
副
会
長
就
任

（
株
）イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役
社
長

お
よ
び 

I
Y
グ
ル
ー
プ
代
表
就
任

（
株
）セ
ブ
ン ‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン 

代
表
取
締
役
会
長 

兼 

C
E
O
就
任

7-E
leven

, In
c. 

取
締
役
副
会
長
就
任

7-E
leven

, In
c. 

取
締
役
会
長
就
任

（
株
）イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役
会
長 

兼 

C
E
O

お
よ
び 

I
Y
グ
ル
ー
プ
代
表
就
任

（
株
）セ
ブ
ン
&
ア
イ・ホ
ー
ル
ディ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役
会
長 

兼 

C
E
O
就
任

（
株
）セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

名
誉
顧
問
就
任

略
歴

発
行
に
際
し
て

日
本
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
導
入
し

た
時
は
、日
本
で
コ
ン
ビ
ニ
を
や
っ
て
も
う
ま
く

い
く
は
ず
は
な
い
と
、も
う
９９
％
の
人
が
反
対

で
し
た
。
し
か
し
、
50
年
経
っ
て
み
る
と
、
大

勢
の
皆
さ
ん
に
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
の
こ
と
を

認
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
世
の

中
は
変
化
し
た
わ
け
で
す
。

常
に
時
代
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
相
当
変
化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
で
す
か

ら
今
、
周
囲
か
ら
反
対
さ
れ
て
も
、
悲
観
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
反
対
さ
れ
る
こ
と
ほ
ど
、

将
来
役
に
立
つ
。
今
み
ん
な
に
賛
成
し
て
も
ら

え
る
こ
と
は
、
決
し
て
良
い
こ
と
で
は
な
い
。

そ
う
い
う
つ
も
り
で
、
自
分
と
い
う
も
の
を
大

切
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

常
に
変
化
を
と
ら
え
、

そ
の
変
化
に
挑
戦
す
る
。

そ
れ
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

挑
戦
、挑
戦
あ
る
の
み
で
す
。

そ
れ
を
胸
に
秘
め
て
、毎
日
を
送
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。そ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

― 

2
0
2
3
年
12
月
１
日

「
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
50
周
年
記
念
社
員

懇
親
会
」
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
た

際
の
あ
い
さ
つ
よ
り
。

代
表
取
締
役
会
長

伊
藤 

順
朗

代
表
取
締
役
社
長　

C
E
O

ス
ティ
ー
ブ・
デ
イ
カ
ス

2
0
2
6
年
5
月
18
日
、セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
設
立
し
た
鈴
木
敏
文
名

誉
顧
問
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
名
誉
顧
問
は
、
1
9
6
0
年
代
以
降
、

次
々
と
変
化
し
続
け
る
社
会
環
境
の
中
で
、

常
に
強
い
信
念
を
持
っ
て
小
売
業
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
、
幾
多
の
功
績
を
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

そ
の
事
績
の
一
つ
ひ
と
つ
に
は
「
お
客
様
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
、
常
に
変
化
を
と
ら
え
、

そ
の
変
化
に
挑
戦
す
る
。」、
生
涯
大
切
に
さ
れ

た
名
誉
顧
問
の
こ
の
思
い
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

世
界
規
模
で
急
激
な
変
化
が
進
行
す
る
中
、

そ
の
挑
戦
と
変
化
対
応
の
精
神
は
、
今
後
ま
す

ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

我
々
は
名
誉
顧
問
の
信
念
を
し
っ
か
り
と

受
け
継
ぐ
こ
と
を
決
意
し
、さ
ら
な
る
成
長
を

目
指
し
て
今
後
も
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

※団体名は当時のものです
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中
央
大
学
経
済
学
部
を
経
て
、

1
9
5
6
年
に
東
京
出
版
販
売
（
現 

ト
ー
ハ
ン
）に
入
社
。
当
時
設
立
し
た
ば

か
り
の
出
版
科
学
研
究
所
に
配
属
さ
れ
、

3
年
間
、
統
計
学
や
心
理
学
、
デ
ー
タ

の
収
集
や
分
析
の
手
法
を
学
ん
だ
。

鈴
木
は
、
後
に
こ
の
期
間
を
「
隠
れ
た

大
学
院
」
と
呼
び
、
そ
こ
で
習
得
し
た

統
計
学
と
心
理
学
の
視
点
は
、
い
わ
ば

「
鈴
木
経
営
」
の
両
輪
を
成
し
て
い
く
。

　

そ
の
後
、
鈴
木
は
弘
報
課
に
配
属
さ

れ
る
。
そ
こ
で
は
、
当
時
、
書
店
の
店
頭

で
無
料
配
布
し
て
い
た
新
刊
目
録
「
新

刊
ニ
ュ
ー
ス
」
の
編
集
が
中
心
だ
っ
た
。

当
初
、
5
0
0
0
部
程
度
の
発
行
部
数

だ
っ
た
が
、
鈴
木
は
も
っ
と
広
め
た
い

と
考
え
た
。
だ
が
、
周
囲
は
無
料
配
布

し
て
い
る
「
新
刊
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行
部

数
を
あ
え
て
伸
ば
す
意
義
を
認
め
な

か
っ
た
。
そ
れ
な
ら
ば
判
型
を
小
さ
く

し
て
持
ち
運
び
や
す
く
し
、
軽
め
の
読

み
物
な
ど
を
交
え
て
情
報
誌
と
し
て
の

内
容
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、
有
料
化
し
て

も
十
分
に
売
れ
る
と
社
内
に
提
案
し
た
。

上
長
や
役
員
は
プ
ロ
と
し
て
の
経
験
か

ら
提
案
に
は
取
り
合
わ
な
か
っ
た
が
、

社
長
に
こ
の
話
が
伝
わ
る
と
役
員
会
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
機
会
を
与

え
ら
れ
た
。
社
長
は
「
そ
れ
ほ
ど
言
う

な
ら
」
と
言
い
、
鈴
木
の
案
は
日
の
目

を
見
る
に
い
た
っ
た
。

　

そ
こ
か
ら
、
谷
崎
潤
一
郎
な
ど
当
時

の
売
れ
っ
子
作
家
と
人
気
俳
優
の
対
談

な
ど
、
購
読
者
の
目
を
引
き
そ
う
な
企

画
を
実
現
し
、
1
9
6
2
年
に
は
発
行

部
数
を
13
万
部
に
ま
で
伸
ば
し
た
。「
時

代
が
大
き
く
変
化
し
続
け
る
中
で
は
、

市
場
の
見
方
を
更
新
し
続
け
る
必
要
が

あ
る
。
過
去
の
経
験
に
安
住
し
て
い
た

の
で
は
、
た
と
え
プ
ロ
で
も
変
化
か
ら

振
り
落
と
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
な
ら
む

し
ろ
、
先
入
観
を
持
た
な
い
素
人
の
視

点
の
方
が
有
益
だ
」。
こ
の
素
人
の
発
想

を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
鈴
木
が
生
涯

手
放
す
こ
と
の
な
か
っ
た
視
点
で
あ
る
。

「
新
刊
ニ
ュ
ー
ス
」
で
、
大
作
家
や
気

鋭
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
に
出
会
っ

た
こ
と
も
刺
激
と
な
っ
て
、
自
分
も
何

か
を
成
し
遂
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

テ
レ
ビ
番
組
な
ど
を
制
作
す
る
独
立

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
立
ち
上
げ
に
参
加

す
る
。
そ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
の
中
で

出
会
っ
た
の
が
ヨ
ー
カ
堂（
現 

イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
）だ
っ
た
。
当
時
ヨ
ー
カ
堂
は

新
興
ス
ー
パ
ー
と
し
て
店
舗
網
拡
大
に

取
り
組
み
始
め
た
矢
先
で
、
鈴
木
は
そ

の
社
員
に
勧
誘
さ
れ
、
周
囲
の
猛
反
対

を
押
し
切
り
、
1
9
6
3
年
9
月
に
転

職
し
た
。
急
成
長
を
遂
げ
る
中
で
ヨ
ー

カ
堂
は
、
組
織
体
制
の
整
備
が
急
務
と

な
っ
て
お
り
、
販
促
、
人
事
な
ど
管
理

部
門
の
体
制
づ
く
り
に
幅
広
く
関
わ
っ
た
。

全
国
の
高
校
を
ま
わ
っ
て
の
新
入
社
員

勧
誘
か
ら
、
社
内
教
育
、
人
事
評
価
、

休
日
な
ど
の
制
度
設
計
を
主
導
。
同
時

に
企
業
認
知
度
の
向
上
に
向
け
て
、
テ

レ
ビ
番
組
の
提
供
、
人
気
タ
レ
ン
ト
の

専
属
化
な
ど
新
た
な
企
画
を
実
現
し
て

い
っ
た
。

1
9
6
0
年
代
後
半
頃
に
は
、
戦
後

の
物
不
足
を
背
景
と
し
た
旺
盛
な
消
費

意
欲
が
低
下
し
始
め
て
い
た
。
鈴
木
は
こ

の
変
化
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
1
9
6
9

年
1
月
の
ヨ
ー
カ
堂
の
社
内
報
で
、

人
事
部
門
総
括
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て

1
9
3
2
年
、
長
野
県
埴
科
郡
坂

城
町
の
15
代
続
く
地
主
の
家
に
、
鈴
木

敏
文
は
生
ま
れ
た
。
母
の
比
サ
美
は
家

事
を
切
り
盛
り
す
る
だ
け
で
な
く
婦
人

会
な
ど
の
社
会
活
動
に
も
熱
心
で
、
ラ

ジ
オ
で
育
児
の
講
話
を
す
る
な
ど
、
教

育
に
も
一
家
言
を
持
っ
て
い
た
。
父
の

甚
四
郎
は
坂
城
町
長
や
農
協
組
合
長

な
ど
を
務
め
、
家
に
は
普
段
か
ら
地
域

の
名
士
、
政
治
家
が
集
ま
る
環
境
で

育
っ
た
。

　

鈴
木
は
旧
制
上
田
中
学（
現 

上
田
高

校
）
の
入
試
で
、
簡
単
な
口
頭
試
験
に

失
敗
し
た
経
験
か
ら
、
人
前
で
話
す
こ

と
が
苦
手
で
あ
る
と
自
覚
す
る
。

翌
年
、
小
県
蚕
業
学
校
（
現 

上
田

東
高
校
）
に
入
学
す
る
と
、
こ
れ
を
克

服
し
よ
う
と
弁
論
部
に
入
っ
た
。
ま
た
、

身
長
が
高
い
わ
り
に
足
が
遅
い
と
い
う

負
い
目
を
克
服
す
る
た
め
に
陸
上
部
で

も
活
動
。

苦
手
を
意
識
す
る
と
そ
の
克
服
に
挑

戦
す
る
、
そ
れ
は
鈴
木
の
生
涯
変
わ
る

こ
と
の
な
い
姿
勢
だ
っ
た
。

生
涯
、「
変
化
へ
の
対
応
と

基
本
の
徹
底
」
を
貫
き
、

恐
れ
ず
に
挑
戦
し
続
け
、

数
々
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
た

鈴
木
敏
文
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

挑
戦
の
輝
跡

苦
手
の
克
服

東
京
出
版
販
売
入
社

ヨ
ー
カ
堂
と
の
出
会
い

苦手克服のため、陸上部へ入部。

伊藤雅俊と鈴木敏文（右）。
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「
変
化
に
対
応
で
き
る
前
向
き
な
姿
勢

を
」
と
従
業
員
に
呼
び
か
け
た
。
そ
の

中
で
「
ひ
と
昔
前
の
よ
う
に
つ
く
れ
ば

売
れ
た
、
あ
る
い
は
商
品
が
あ
れ
ば
売

れ
た
時
代
か
ら
、
お
客
様
が
満
足
す
る

商
品
を
品
揃
え
て
お
か
な
け
れ
ば
売
れ

な
い
時
代
に
変
わ
っ
て
き
た
」
と
、
消
費

市
場
の
変
化
を
記
し
て
い
る
。
同
時
に

「
基
礎
を
完
全
に
身
に
つ
け
た
後
で（
現

状
の
改
善
を
）心
が
け
よ
」
と
も
記
し
て

い
る
。
後
年
、
I
Y
グ
ル
ー
プ
が
実
施

し
た
経
営
方
針
説
明
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
導
入
の
構
想
は
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
社
内
か
ら
も
外
部
の

流
通
ビ
ジ
ネ
ス
の
専
門
家
か
ら
も
猛
反

対
の
声
が
あ
が
っ
た
。
社
内
の
反
対
論

は
、
商
売
の
現
場
を
知
ら
な
い
鈴
木
に

商
売
が
で
き
る
は
ず
は
な
い
、
新
業
態

に
失
敗
し
た
時
の
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
る

と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
外
部

の
流
通
専
門
家
は
、
誰
も
が
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア（
C
V
S
）の
国
内
導
入

は
時
期
尚
早
と
論
じ
た
。
だ
が
鈴
木
は
、

「
成
果
を
上
げ
て
い
る
セ
ブ
ン
︲
イ
レ

ブ
ン
に
は
、
労
働
生
産
性
と
商
品
開
発

の
価
値
を
高
め
る
仕
組
み
が
あ
る
は
ず

だ
。
そ
れ
を
活
用
し
小
型
店
で
も
生
産

性
を
高
め
れ
ば
、
大
型
店
と
の
共
存
共

栄
は
可
能
で
あ
る
」
と
確
信
し
て
い
た
。

「
だ
か
ら
、
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
導
入
に

反
対
さ
れ
て
も
、
さ
ほ
ど
意
に
介
さ
な

か
っ
た
」
と
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
る
。

導
入
の
障
壁
は
国
内
だ
け
で
は
な
く
、

セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
の
ラ
イ
セ
ン
ス
権
を

持
つ
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社
自
体
も
日
本
へ
の

導
入
に
ま
っ
た
く
関
心
が
な
か
っ
た
こ
と

だ
。
そ
の
門
戸
を
開
か
せ
る
の
に
1
年

余
り
の
時
間
が
か
か
り
、
1
9
7
3
年

に
よ
う
や
く
提
携
交
渉
の
場
を
持
っ
た
。

し
か
し
、
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社
は
、
さ
ま

「
変
化
へ
の
対
応
と
基
本
の
徹
底
」
と
同

じ
思
い
が
、
こ
の
時
す
で
に
綴
ら
れ
て

い
た
。

　

ま
た
、
1
9
7
2
年
に
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
が
東
証
第
二
部
に
上
場
し
た
際
に

は
、『
ビ
ッ
グ
・
チ
ェ
ー
ン
が
当
面
す
る

問
題
点
』
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
広
告
を
日

本
経
済
新
聞
で
展
開
す
る
。
こ
れ
は
、
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
な
ど
ビ
ッ
グ
チ
ェ
ー
ン
の

現
状
と
課
題
を
率
直
に
語
り
か
け
る
も

の
で
、
鈴
木
は
自
ら
制
作
ス
タ
ッ
フ
と
も

議
論
し
合
っ
て
内
容
を
詰
め
て
い
っ
た
。

ざ
ま
な
厳
し
い
条
件
を
突
き
つ
け
た
。

い
ず
れ
の
条
件
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
最
終
的
な
交
渉
の
前
に
、

鈴
木
は
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
社
長（
当
時
）

の
伊
藤
雅
俊
に
意
向
を
確
認
し
た
。
鈴

木
の
感
触
で
は
、
こ
の
突
き
つ
け
ら
れ

た
条
件
に
対
し
、
伊
藤
社
長
も
「
7
割

方
反
対
」
だ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
提

携
を
断
る
つ
も
り
で
最
終
交
渉
の
場
に

旅
立
っ
た
。
こ
れ
が
結
果
的
に
、
相
手

に
譲
歩
す
る
こ
と
な
く
、
主
張
を
押
し

通
す
強
気
の
交
渉
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
う
し
て
1
9
7
3
年
7
月
、

鈴
木
の
考
え
に
沿
っ
た
形
で
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
と
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社
は
基
本
合
意

に
達
し
た
。

イ
メ
ー
ジ
訴
求
を
超
え
て
、
主
体
的
な
考

え
を
発
信
す
る
異
色
の
企
業
広
告
と
し

て
、
広
く
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

1
9
7
0
年
代
に
入
る
と
総
合
ス
ー

パ
ー
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
。
そ

の
契
機
の
一
つ
は
、
大
型
店
の
新
規
出

店
に
あ
た
っ
て
全
国
各
地
で
発
生
し
た
、

地
元
の
中
小
小
売
店
と
の
あ
つ
れ
き
で

あ
る
。
1
9
7
4
年
に
は
大
規
模
小
売

店
舗
法（
通
称
「
大
店
法
」）が
施
行
さ

れ
、
大
型
店
の
新
規
出
店
に
は
厳
し
い

規
制
が
か
け
ら
れ
、
地
元
の
中
小
小
売

店
や
消
費
者
と
の
協
議
も
求
め
ら
れ
た
。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
で
も
出
店
説
明
の
席

上
、
地
元
小
売
店
か
ら
反
発
を
受
け
る

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
お
り
、
鈴
木
は
話

し
合
い
の
場
に
何
度
も
出
向
い
た
。
そ

の
中
で
大
型
店
の
進
出
に
よ
り
中
小
小

売
店
が
経
営
不
振
に
陥
る
と
い
う
議
論

を
幾
度
と
な
く
聞
い
た
が
、
鈴
木
は
こ

れ
に
対
し
て
、
中
小
小
売
店
で
も
お
客

様
の
求
め
る
商
品
を
揃
え
、
生
産
性
を

1
9
7
3
年
11
月
、
セ
ブ
ン
︲
イ
レ

ブ
ン
事
業
を
進
め
る
「
ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン

（
現 

セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
）」

が
設
立
さ
れ
、
代
表
取
締
役
社
長
に
は

伊
藤
雅
俊
、
専
務
取
締
役
に
は
鈴
木
が

そ
れ
ぞ
れ
就
い
た
。
社
員
の
大
半
は
、

小
売
業
経
験
の
な
い
素
人
集
団
だ
っ
た
。

ま
た
、
鈴
木
は
資
金
面
で
も
親
会
社
に

で
き
る
限
り
頼
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と

決
め
、
創
業
時
に
「
最
短
期
間
で
上
場

を
果
た
す
会
社
に
し
よ
う
」
と
周
囲
に

語
っ
て
い
た
。

そ
の
言
葉
通
り
、
1
9
7
9
年
10
月

に
東
証
第
二
部
上
場
、
さ
ら
に
1
9
8
1

高
め
て
経
営
を
効
率
化
す
れ
ば
、
業
績

を
改
善
で
き
る
と
主
張
し
続
け
た
。

1
9
7
0
年
代
前
半
、
米
国
の
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
デ
ニ
ー

ズ
」
の
国
内
導
入
の
交
渉
の
た
め
渡
米

し
た
折
に
、
小
規
模
な
小
売
店
チ
ェ
ー
ン

「
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
」
を
目
に
す
る
。

1
9
2
7
年
に
氷
販
売
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
同
チ
ェ
ー
ン
を
運
営
す
る
サ
ウ

ス
ラ
ン
ド
社（
現 7-E

leven
, In
c.

）

の
業
績
を
調
べ
る
と
、
成
長
を
続
け
て

い
た
。
「
そ
の
背
景
に
は
、
小
型
店
を

効
率
良
く
運
営
す
る
独
自
の
仕
組
み
が

あ
る
に
違
い
な
い
」、
そ
う
考
え
た
鈴
木

は
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
の
国
内
導
入
を

決
断
し
た
。

年
に
は
東
証
第
一
部
に
指
定
替
え
を
果

た
し
た
。
い
ず
れ
も
当
時
と
し
て
は
史

上
最
短
の
記
録
で
あ
っ
た
。

　

セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
事
業
を
展
開
す

る
う
え
で
、
鈴
木
は
「
既
存
中
小
小
売

店
の
近
代
化
と
活
性
化
」「
共
存
共
栄
」

を
経
営
理
念
と
し
て
掲
げ
、
1
号
店
か

ら
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
舗
と
い
う
方
針

を
貫
い
た
。
1
号
店
の
選
定
は
難
航
し
、

ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
社
内
で
は
直
営
店
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
と
い
う
意
見
が
出
た
が
、

こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
。

議
論
が
曲
折
す
る
中
で
、
セ
ブ
ン
︲
イ

レ
ブ
ン
の
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
と
い
う

青
年
か
ら
開
店
希
望
の
手
紙
が
届
く
。

酒
販
店
を
営
ん
で
い
た
、
山
本
憲
司
か

ら
だ
っ
た
。
自
店
の
未
来
を
考
え
て
い

た
時
に
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
の
創
業
を

知
り
、「
ひ
ら
め
き
」
を
感
じ
た
と
い
う

彼
に
１
号
店
を
開
い
て
も
ら
う
こ
と
と

な
り
、
1
9
7
4
年
5
月
に
セ
ブ
ン 

︲

イ
レ
ブ
ン
豊
洲
店（
東
京
都
江
東
区
）が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
鈴
木
は
後
に
「
山
本

さ
ん
が
24
歳
の
若
さ
で
、
進
ん
で
セ
ブ

ン
︲
イ
レ
ブ
ン
の
事
業
に
参
画
し
て
く

れ
な
か
っ
た
ら
、
現
在
の
セ
ブ
ン
︲
イ
レ

ブ
ン
は
な
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
そ

れ
ほ
ど
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
舗
か
ら 1970年代の米国セブン-イレブン。

「素人集団」でスタート。

米国サウスランド社とライセンス契約締結。

セ
ブ
ン 

︲ 

イ
レ
ブ
ン

１
号
店
オ
ー
プ
ン

セ
ブ
ン ︲ 

イ
レ
ブ
ン

と
の
出
会
い

経
営
方
針
説
明
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
1
9
8
3
年
に
誕
生
し
、
現
在
で

も
当
社
グ
ル
ー
プ
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
変
化
へ
の

対
応
と
基
本
の
徹
底
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
仮
説
を
も
っ
て
発
注
を
行
い
、
販
売

実
績
を
検
証
す
る
『
単
品
管
理
』
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
不
断
に
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
接
近
し
て
い
く
と
い
う
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
指
示
す
る
も
の

だ
っ
た
。
消
費
者
側
が
商
品
を
選
別
購

入
す
る
買
い
手
市
場
に
あ
っ
て
、
こ
の

単
品
管
理
の
サ
イ
ク
ル
は
市
場
動
向

の
把
握
と
と
も
に
、
売
れ
残
り
に
よ

る
値
下
げ
ロ
ス
や
廃
棄
ロ
ス
、
品
切
れ

に
よ
る
機
会
ロ
ス
を
削
減
し
て
利
益

を
確
保
す
る
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
鈴
木
経
営
の
根
幹
を

成
す
、
き
わ
め
て
具
体
的
な
指
導
理

念
だ
っ
た
。

「
変
化
へ
の
対
応
と

基
本
の
徹
底
」

視点 1

0607



始
め
る
こ
と
は
、
鈴
木
に
と
っ
て
は
事

業
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
だ
っ
た
の
だ
。

米
国
で
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
の
研
修

を
受
け
、
膨
大
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ひ
も

開
発
・
製
造
で
は
、
原
材
料
の
共
同
購

入
や
品
質
改
善
、
生
産
工
程
の
近
代
化

と
い
っ
た
課
題
解
決
に
「
日
本
デ
リ
カ

フ
ー
ズ
協
同
組
合
」
が
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
各
地
で
食
品

製
造
に
取
り
組
ん
で
き
た
中
小
の
優
良

会
社
を
結
集
し
、
1
9
7
9
年
に
結
成

さ
れ
た
。
こ
の
新
た
な
組
織
と
と
も
に
、

セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
開
発
に
力
を
注
ぎ
続
け
る
。
鈴
木

が
求
め
続
け
た
の
は
、
ま
だ
誰
も
掘
り

お
こ
し
て
い
な
い
潜
在
需
要
を
見
つ
け

出
す
こ
と
で
あ
り
、「
ほ
か
よ
り
良
い
」

と
い
う
相
対
的
な
良
さ
で
な
く
、「
絶
対

的
な
品
質
の
良
さ
」
を
追
求
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

解
い
て
み
て
も
、
日
本
国
内
の
中
小
小

売
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
「
秘
訣
」
は

見
え
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
幹
部

社
員
と
も
話
し
合
っ
て
会
計
シ
ス
テ
ム

以
外
は
す
べ
て
自
分
た
ち
で
仕
組
み
を

構
築
す
る
と
覚
悟
を
決
め
た
。
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
契
約
書
の
作
成
を
は
じ
め
、

商
品
調
達
、
物
流
な
ど
あ
ら
ゆ
る
仕
組

み
づ
く
り
を
短
時
間
で
成
し
遂
げ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
小
売
店
に
と
っ
て
自
店
の
魅
力
を

伝
え
る
最
大
の
手
段
は
品
揃
え
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
個
店
の
発
注
を
通
じ
て
実
現

す
る
も
の
で
、
発
注
こ
そ
が
個
店
の

最
大
の
権
利
だ
。」
そ
れ
が
鈴
木
の
変
わ

る
こ
と
の
な
い
考
え
だ
っ
た
。
商
品
１

点
ご
と
に
販
売
動
向
を
と
ら
え
、
お
客

様
が
ど
の
商
品
を
求
め
て
い
る
の
か
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。

「
買
い
手
市
場
」
の
時
代
に
お
い
て

は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
中
で
も
「
こ
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
ほ
し
い
」
と
、
単
品
ご

と
に
選
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
だ
か

ら
こ
そ
「
こ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
と
い
う

単
品
ご
と
の
と
ら
え
方
が
不
可
欠
だ
。

鈴
木
は
こ
れ
を
『
単
品
管
理
』
と
呼
び
、

単
品
管
理
を
通
じ
て
商
品
の
売
れ
残
り

の
ロ
ス
だ
け
で
な
く
、
品
切
れ
に
よ
っ

て
販
売
機
会
を
逸
し
て
い
た
「
機
会
ロ

ス
」
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
を
説
い
た
。

　

し
か
し
、
来
店
客
数
と
と
も
に
売
上

が
増
加
し
て
い
く
と
、
商
品
動
向
を
手

作
業
で
把
握
す
る
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

と
く
に
、
売
り
切
れ
に
よ
る
機
会
ロ
ス

　

し
か
も
、
実
際
に
商
売
が
始
ま
る
と
、

既
存
の
商
品
物
流
で
は
一
度
に
配
送
さ

れ
る
商
品
量
が
過
大
で
、
す
ぐ
に
バ
ッ

ク
ル
ー
ム
が
満
杯
に
な
る
な
ど
の
問
題

も
見
え
て
き
た
。

当
時
、
商
品
は
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
運

ば
れ
て
お
り
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

鈴
木
た
ち
は
仕
入
れ
の
単
位
を
小
さ
く

す
る
「
小
口
配
送
」
や
、
異
な
る
メ
ー

カ
ー
の
商
品
を
混
載
し
て
、
配
送
車
両
を

集
約
す
る
「
共
同
配
送
」
を
提
案
し
た
。

メ
ー
カ
ー
か
ら
は
強
い
反
発
を
受
け
た

が
、
そ
れ
で
も
鈴
木
は
、「
売
り
手
市
場
」

か
ら
、「
買
い
手
市
場
」
に
変
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
説
き
、
消
費
者
に
近
い
販
売

現
場
の
視
点
で
物
流
体
制
も
再
構
築
し

な
け
れ
ば
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き
な
ロ
ス

を
生
ん
で
い
く
と
説
き
続
け
た
。

店
舗
で
の
実
証
試
験
な
ど
も
実
施
し

て
メ
ー
カ
ー
の
説
得
を
重
ね
、1
9
8
0

年
に
、
わ
が
国
で
前
例
の
な
い
複
数
メ
ー

カ
ー
の
牛
乳
を
混
載
し
て
配
送
す
る

「
共
同
配
送
」
が
実
現
し
た
。

そ
の
後
、
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
は
、
共

同
配
送
す
る
商
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
拡
大

し
て
い
き
、
温
度
帯
別
物
流
な
ど
初
期

の
段
階
か
ら
独
自
の
物
流
体
制
を
確
立
。

新
た
な
流
通
の
仕
組
み
を
創
出
し
た
。

発
生
の
把
握
は
難
解
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
目
を
つ
け
た
の
が
P
O
S
（
販
売

時
点
情
報
管
理
）
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。

ま
だ
、
世
界
の
ど
こ
に
も
P
O
S
を
仮

説
・
検
証
に
利
用
し
て
い
る
事
例
な
ど

な
い
時
代
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
売
筋
商

品
を
自
動
的
に
教
え
て
く
れ
る
便
利
な

機
械
と
見
な
さ
れ
た
が
、
P
O
S
シ
ス

テ
ム
は
あ
く
ま
で
も
単
品
管
理
の
道
具

で
あ
り
「
仮
説
を
も
っ
て
品
揃
え
を
行

い
、
そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
の
も
の
」

と
、
鈴
木
は
繰
り
返
し
説
い
た
。

　

1
9
8
0
年
代
に
入
る
と
鈴
木
自
身

が
「
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
は
情
報
シ
ス

テ
ム
産
業
」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
P
O
S

シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
店
舗
の
情

報
シ
ス
テ
ム
を
急
速
に
拡
充
し
て
い
く
。

お
客
様
に
ほ
ん
と
う
に
「
便
利
な
店
」

と
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
心
を
砕

い
た
の
は
品
揃
え
で
あ
っ
た
。「
も
っ

と
お
客
様
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
日

本
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
と
は
何
か
？
」。　

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
お
に
ぎ
り

や
お
で
ん
な
ど
で
あ
る
。

当
初
は
、「
ど
の
家
庭
で
も
つ
く
れ
る

お
に
ぎ
り
な
ど
、
お
客
様
が
わ
ざ
わ
ざ

買
っ
て
く
れ
る
は
ず
が
な
い
」
と
周
囲
の

猛
反
対
を
受
け
た
。
だ
が
、
鈴
木
は
誰
も

が
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
食
べ
も
の
だ
か

ら
こ
そ
、
大
き
な
潜
在
需
要
が
あ
る
と

し
て
、
反
対
を
押
し
切
っ
て
1
9
7
6

年
か
ら
お
に
ぎ
り
の
開
発
を
進
め
た
。

商
品
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
味
と
品
質
を

徹
底
的
に
追
求
し
、
家
庭
で
つ
く
る
よ
り

お
い
し
く
て
、
手
軽
で
あ
る
こ
と
を
認

め
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
た
。
こ
う
し

て
1
9
7
8
年
に
は
独
自
に
開
発
し
た

手
巻
き
お
に
ぎ
り
が
大
ブ
レ
イ
ク
し
、

お
に
ぎ
り
が
日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
の
主
力

商
品
と
な
る
礎
を
築
い
た
。

こ
の
独
自
の
米
飯
や
惣
菜
な
ど
の

そ
の
際
も
現
場
で
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ

う
に
使
う
か
と
い
う
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ

ン
自
身
の
「
要
件
」
を
常
に
明
確
に
し

て
シ
ス
テ
ム
構
築
を
主
導
し
、
現
場
に

即
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
を
、
重
視
し

続
け
た
。

そ
し
て
1
9
8
3
年
に
は
日
本
初

の
本
格
的
な
P
O
S
シ
ス
テ
ム
の
全
店

導
入
が
完
了
し
た
。

国
内
市
場
に
適
合
し
た

仕
組
み
づ
く
り

日
本
人
に
合
わ
せ
た

商
品
開
発

頬
を
伝
っ
た
涙

1
9
7
6
年
6
月
、セ
ブ
ン
︲
イ
レ

ブ
ン
1
0
0
店
舗
達
成
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
席
上
、

鈴
木
は
加
盟
店
オ
ー
ナ
ー
と
ご
家
族

の
⽅
々
を
眼
前
に
し
て
あ
い
さ
つ
に

⽴
つ
と
感
極
ま
っ
て
涙
が
こ
ぼ
れ
た

と
回
想
し
て
い
る
。
小
売
業
の
素
人

ば
か
り
の
仲
間
と
と
も
に
一
つ
ず
つ

問
題
を
解
決
し
て
、
1
0
0
店
に
ま

で
た
ど
り
つ
い
た
こ
と
が
、
奇
跡
的

に
思
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、「
素
人
集
団
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

先
入
観
を
持
た
ず
、
既
成
概
念
に
も

と
ら
わ
れ
ず
、
ひ
た
す
ら
お
客
様
や

加
盟
店
さ
ん
に
目
を
注
ぎ
、そ
の
求
め

る
と
こ
ろ
に
対
応
す
る
手
を
打
ち
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
に
も
先
に

も
こ
の
時
以
外
、
仕
事
で
涙
し
た
こ

と
は
な
い
。」
と
、
後
に
語
っ
て
い
る
。

手巻きおにぎり。

第1次POSレジスター（ペンスキャナー）。

単
品
管
理
と

P
O
S
導
入

　
1
9
8
0
年
代
、国
内
で
C
V

S
事
業
が
成
長
を
遂
げ
る
中
、メ

デ
ィ
ア
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
よ
く
、鈴
木
に
と
っ
て
セ
ブ
ン 

‐

イ
レ
ブ
ン
の
競
争
相
手
は
ど
こ
か

と
問
い
か
け
ら
れ
た
。そ
の
た
び

に
、自
分
た
ち
の
競
争
相
手
は
、競

合
他
社
で
は
な
い
。常
に
変
化
し

続
け
て
い
る
お
客
様
ニ
ー
ズ
こ

そ
が
真
の
競
争
相
手
だ
と
答
え
続

け
た
。

競
争
相
手
は

お
客
様
ニ
ー
ズ

の
変
化

視点 2

0809



1
9
8
1
年
8
月
、
中
間
期
決
算
で

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は
初
め
て
経
常
利
益

が
減
益
と
な
っ
た
。
社
内
で
は
第
二
次

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
や
天
候
不
順

な
ど
の
外
部
要
因
に
よ
る
、
一
過
性
の

落
ち
込
み
と
の
見
方
が
大
勢
を
占
め
て

い
た
。
し
か
し
、
鈴
木
の
見
方
は
違
っ

た
。
総
合
ス
ー
パ
ー
が
大
躍
進
を
遂
げ

た
高
度
成
長
期
と
は
異
な
り
、「
売
り
手

市
場
」
か
ら
「
買
い
手
市
場
」へ
の
消
費

市
場
の
転
換
期
で
あ
る
今
、
最
も
大
切

に
な
る
の
は
、
お
客
様
ニ
ー
ズ
が
ど
こ

に
あ
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
。
し
か
も
、

お
客
様
ニ
ー
ズ
は
、
常
に
変
化
し
続
け

て
い
る
の
で
、
過
去
の
延
長
で
考
え
て

い
て
も
そ
の
変
化
に
追
い
つ
け
な
い
。

常
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
変
化
を
と
ら
え

続
け
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
そ
う
考
え

た
鈴
木
は
、
至
急
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
政
策
を

見
直
し
、
利
益
成
長
を
図
る
戦
略
策
定

を
指
示
。
た
と
え
売
上
が
ゼ
ロ
に
な
っ

て
も
、
利
益
成
長
を
図
る
方
策
が
必
要

で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

1
9
8
2
年
2
月
に
大
幅
な
組
織
改

1
9
9
2
年
、
鈴
木
は
創
業
者
で
あ

る
伊
藤
雅
俊
の
後
を
継
い
で
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
社
長
お
よ
び
I
Y
グ
ル
ー
プ

代
表
に
就
任
し
た
。
国
内
で
は
バ
ブ
ル

が
崩
壊
し
デ
フ
レ
経
済
に
入
る
中
、
小

売
業
界
で
は
こ
れ
か
ら
は
価
格
訴
求
の

時
代
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
の
時

代
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

革
を
実
施
し
、
鈴
木
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

「
業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
1
9
8
4

年
以
降
「
業
務
改
革
委
員
会
」
）
を
立

ち
上
げ
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
業
務
改

革
、
通
称
「
業
革
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ま
ず
着
手
し
た
の
は
、
各
店
舗
の
大
量

の
在
庫
を
削
減
す
る
た
め
、
売
場
の
死

筋
商
品
を
徹
底
的
に
洗
い
出
す
こ
と
だ
っ

た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
十
分
な
在
庫
を

持
っ
て
商
売
を
す
る
と
い
う
常
識
を
覆

す
試
み
だ
っ
た
。
当
然
、
営
業
部
門
の

幹
部
社
員
な
ど
か
ら
は
大
き
な
反
発
が

あ
っ
た
が
、
伊
藤
雅
俊
社
長（
当
時
）は
、

鈴
木
の
方
針
を
認
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
任
せ
た
。
こ
の
「
業
革
」
が
実
を
結

び
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は
1
9
8
3
年

そ
の
中
で
、
鈴
木
は
あ
く
ま
で
も
商
品

の
価
値
を
重
視
す
る
価
値
訴
求
の
時
代

で
あ
り
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ブ
ー
ム
は

一
過
性
の
流
行
に
過
ぎ
な
い
と
説
き
続

け
た
。

　

そ
こ
で
消
費
者
が
望
む
価
値
あ
る
商

品
を
手
頃
な
価
格
で
提
供
し
て
い
く
た

め
に
、
主
導
し
た
の
が
「
チ
ー
ム
M
D

（
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
）」
と
い
う
商

品
開
発
手
法
だ
。
こ
れ
は
、
セ
ブ
ン
︲
イ

レ
ブ
ン
や
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
な
ど
が
売

場
で
得
た
販
売
デ
ー
タ
な
ど
を
活
か
し
、

の
中
間
期
決
算
で
、
経
常
利
益
が
前
年

比
51
・
8
％
増
、
営
業
利
益
34
・
4
％
増

と
急
速
に
業
績
回
復
を
果
た
し
、
注
目

を
集
め
た
。
業
革
の
基
本
と
な
っ
た
の

は
、
単
品
管
理
で
あ
り
、
仮
説
と
検
証

を
通
じ
て
品
揃
え
や
在
庫
の
適
正
化
を

図
る
考
え
方
が
社
内
に
広
ま
っ
た
。

1
9
9
0
年
前
後
、
米
国
で
は
大
手

C
V
S
が
相
次
い
で
経
営
不
振
に
見
舞

わ
れ
て
お
り
、
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社
も
同

様
で
あ
っ
た
。
1
9
9
0
年
に
I
Y
グ

ル
ー
プ
は
、
資
本
参
加
と
経
営
へ
の
参
画

を
求
め
ら
れ
、
翌
1
9
9
1
年
、
セ
ブ

ン
︲
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
は
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社
株
式
の

約
70
％
を
取
得
し
て
、
そ
の
再
建
に
取
り

組
ん
だ
。
日
本
企
業
に
よ
る
米
国
企
業

再
建
と
し
て
は
、
当
時
、
戦
後
最
大
規
模

で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
米
国
内
で
は
流
通

業
の
専
門
家
や
学
者
の
間
で
、「
C
V
S

の
時
代
は
終
わ
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
鈴
木
は
お
客
様
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
対
応
し
続
け
れ
ば
必
ず
復
活
で
き
る

と
し
て
、
会
議
な
ど
で
激
し
い
議
論
を

交
わ
し
た
。

従
来
は
本
部
側
か
ら
の
送
り
込
み
が

中
心
と
な
っ
て
い
た
店
舗
の
品
揃
え
を
、

個
店
の
発
注
に
基
づ
い
て
行
う
よ
う
意

識
改
革
か
ら
始
め
た
。
そ
の
う
え
で
、

単
品
管
理
の
手
法
で
お
客
様
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
品
揃
え
の
追
求
、
味
や
品
質

を
追
求
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ド
の
展

開
、
物
流
体
制
の
再
構
築
な
ど
の
改
革

を
積
み
重
ね
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
が
奏

功
し
て
1
9
9
3
年
に
は
黒
字
転
換
。

2
0
0
0
年
７
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

証
券
取
引
所
へ
の
再
上
場
を
果
た
し
た
。

業務改革委員会。

米
国
で
の
経
営
再
建

90
年
代
以
前
は
、
売
れ
始
め
の
時

期
、
ニ
ー
ズ
が
集
中
す
る
ピ
ー
ク

期
、
衰
退
期
が
明
確
に
あ
る
「
富
士

山
型
」
で
比
較
的
長
か
っ
た
商
品
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
、
90
年
代
に
入

る
と
、
あ
る
時
一
気
に
人
気
が
出
て
、

ピ
ー
ク
期
を
迎
え
た
後
、
急
に
売
れ

な
く
な
る
「
茶
筒
型
」
に
変
わ
り
、

さ
ら
に
ピ
ー
ク
期
が
極
端
に
短
い

「
ペ
ン
シ
ル
型
」へ
と
変
化
し
て
い
っ

た
。
商
品
や
流
行
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
が
ど
ん
ど
ん
短
く
な
る
こ
の

現
象
を
、
小
売
業
界
で
は
「
多
様
化

の
時
代
」
と
い
う
見
方
が
さ
れ
て

い
た
が
、
鈴
木
は
あ
る
時
点
を
と

ら
え
る
と
誰
も
が
同
じ
商
品
を
ほ

し
が
る
「
画
一
化
の
時
代
」
で
あ
る

と
表
現
し
た
。
そ
こ
に
は
目
の
前

の
現
象
に
細
部
ま
で
目
を
凝
ら
し
、

そ
の
裏
に
あ
る
変
化
を
読
み
取
る

こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

原
材
料
調
達
や
商
品
製
造
、
加
工
な
ど

の
専
門
家
が
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
一

体
と
な
っ
て
、
お
客
様
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

商
品
開
発
を
進
め
る
仕
組
み
で
あ
る
。

セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
開
発
の
中
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
っ
て
き
た

開
発
手
法
で
あ
り
、
後
の
「
セ
ブ
ン
プ
レ

ミ
ア
ム
」
の
土
台
と
な
っ
た
。

セ
ブ
ン 

︲ 

イ
レ
ブ
ン
は
、
1
9
8
7
年

10
月
か
ら
東
京
電
力（
株
）の
電
気
料
金

の
収
納
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
公
共
料

金
や
保
険
料
な
ど
へ
と
サ
ー
ビ
ス
を
拡

大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
セ
ブ
ン
︲
イ

レ
ブ
ン
店
内
で
現
金
を
引
き
出
せ
れ
ば

も
っ
と
便
利
に
な
る
と
い
う
発
想
が
生

ま
れ
た
。
1
9
9
9
年
、
鈴
木
は
、
銀
行

A
T
M
の
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
店
舗
へ

の
設
置
を
考
え
た
が
、
制
度
上
の
壁
が

あ
り
、
店
舗
の
負
担
も
小
さ
く
な
い
こ

と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
銀
行
と

の
共
同
出
資
に
よ
る
運
営
会
社
の
設
立

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を
模
索
し
た
が
、

最
終
的
に
決
済
専
門
銀
行
の
設
立
を
決

断
す
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

構
想
が
公
に
な
る
と
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク

な
ど
銀
行
業
の
専
門
家
た
ち
か
ら
強
い

懸
念
と
反
対
の
声
が
あ
が
っ
た
。
外
部

で
は
、
I
Y
グ
ル
ー
プ
が
新
た
に
金
融

業
に
参
入
す
る
と
い
う
と
ら
え
方
だ
っ

た
が
、
鈴
木
か
ら
す
れ
ば
、
金
融
サ
ー

ビ
ス
業
に
参
入
す
る
の
で
は
な
く
、
流

通
サ
ー
ビ
ス
の
延
長
と
し
て
決
済
サ
ー

ビ
ス
を
手
が
け
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
新
銀
行
は
A
T
M
手
数
料

を
主
体
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

打
ち
出
し
て
い
た
が
、
銀
行
業
の
専
門

家
か
ら
は
そ
の
収
入
だ
け
で
経
営
を

成
り
立
た
せ
る
の
は
不
可
能
と
、
そ
こ

消
費
者
心
理
の
と
ら
え
方

1990年3月、サウスランド社再建支援に対し、基本合意書に
調印。

ATMサービスをスタートしたアイワイバンク銀行（現 セ
ブン銀行）。スタートを記念してテープカットが行われた。

価
値
訴
求
と

チ
ー
ム
Ｍ
Ｄ

新
た
な
挑
戦
、

銀
行
設
立

「
業
革
」
始
動
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に
も
強
く
反
対
。
そ
れ
で
も
諦
め
る
こ

と
は
な
く
、
2
0
0
1
年
、
よ
う
や
く

新
銀
行
、
ア
イ
ワ
イ
バ
ン
ク
銀
行
（
現 

セ
ブ
ン
銀
行
）の
設
立
が
認
め
ら
れ
た
。

1
9
9
0
年
代
後
半
に
な
る
と
、

I
Y
グ
ル
ー
プ
で
は
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ

ン
の
時
価
総
額
が
親
会
社
の
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
を
上
ま
わ
る
と
い
う
、
親
子

間
の
資
本
の
ね
じ
れ
現
象
が
起
き
て
い

た
。
両
社
の
安
定
的
な
経
営
の
た
め
に

も
、
こ
の
ね
じ
れ
現
象
を
解
消
す
る
こ
と

が
急
務
と
考
え
て
い
た
。
2
0
0
5
年

1
月
の
初
朝
礼
の
直
後
、
鈴
木
は
こ
の

問
題
の
答
え
を
出
し
た
。「
9
月
を
目
途

に
純
粋
持
株
会
社
を
設
立
す
る
。
そ
の

準
備
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
役
員
に
指

示
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、
セ
ブ

ン
︲
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
デ
ニ
ー
ズ
・

ジ
ャ
パ
ン
と
い
っ
た
上
場
会
社
を
、
す
べ

て
事
業
会
社
と
し
て
持
株
会
社
の
傘
下
に

収
め
る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
準
備
を
半
年
間
で
成
し
遂
げ
る
の

は
至
難
の
業
で
、
そ
れ
で
も
早
急
に
思

い
切
っ
た
構
造
改
革
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
た
鈴
木
は
、
陣
頭
に
立
っ
て
設
立

準
備
を
指
揮
し
、
予
定
通
り
2
0
0
5

年
9
月
に
純
粋
持
株
会
社
セ
ブ
ン
＆
ア

イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
設
立
を
実
現

し
た
。
そ
の
後
、
2
0
0
6
年
に
は
、
ミ

レ
ニ
ア
ム
リ
テ
イ
リ
ン
グ（
現 

そ
ご
う
・

西
武
）を
完
全
子
会
社
化
し
、
そ
れ
ま
で

提
携
関
係
に
あ
っ
た
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
も

グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
は
、

C
V
S
、
総
合
ス
ー
パ
ー
、
百
貨
店
、

専
門
店
な
ど
日
常
生
活
に
密
着
し
た
小

売
業
態
を
横
断
す
る
、
世
界
に
も
例
の

「
ほ
か
よ
り
お
い
し
い
と
い
う
相
対
的

な
品
質
の
良
さ
で
は
な
く
、
お
客
様
に

満
足
し
て
も
ら
え
る
絶
対
的
な
品
質
を

追
求
せ
よ
」
を
実
現
す
る
道
程
だ
っ
た
。

2
0
2
6
年
現
在
、
セ
ブ
ン
カ
フ
ェ
は

累
計
販
売
数
90
億
杯
を
突
破
し
た
主
力

商
品
と
な
っ
て
い
る
。「
ほ
か
に
は
な
い

価
値
の
追
求
」「
お
客
様
の
立
場
に
立
っ

た
商
品
づ
く
り
」
が
、
21
世
紀
に
入
っ
て

も
小
売
業
界
に
巨
大
な
新
規
市
場
を
生

み
出
せ
る
こ
と
を
実
証
し
た
の
で
あ
る
。

鈴
木
敏
文
の
挑
戦
が
日
本
社
会
に
も

た
ら
し
た
最
大
の
価
値
は
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
い
う
新
た
な
業
態

を
定
着
さ
せ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

よ
り
大
き
な
功
績
は
、
そ
れ
を
人
々
の

暮
ら
し
を
支
え
る
社
会
基
盤
へ
と
進
化

さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
セ
ブ
ン
︲
イ
レ

ブ
ン
は
、
食
品
や
日
用
品
を
販
売
す
る

小
売
店
の
枠
を
超
え
、
公
共
料
金
の
収

納
、
A
T
M
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
の
連
携
、
さ
ら
に
は
災
害
時
の

だ
が
、
商
品
に
対
す
る
お
客
様
の
信
頼

感
を
醸
成
す
る
た
め
に
も
、
鈴
木
は
万
難

を
排
し
て
方
針
を
貫
い
た
。
そ
の
後
、
セ

ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
で
は
個
食
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
1
0
0
円
冷
凍
食
品
を
販
売
し

て
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
な
ど
、
各
業
態
で
戦
略

的
に
活
か
す
道
を
切
り
拓
き
、
セ
ブ
ン
プ

レ
ミ
ア
ム
は
有
力
商
品
に
育
っ
て
い
っ
た
。

2
0
1
3
年
、セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
の

カ
ウ
ン
タ
ー
に
コ
ー
ヒ
ー
マ
シ
ン
が
登
場

し
た
。
1
杯
1
0
0
円
の
「S

E
V
E
N

 

C
A
F
É

（
セ
ブ
ン
カ
フ
ェ
）」
だ
。
こ
の

店
頭
コ
ー
ヒ
ー
に
は
1
9
8
0
年
以
来

の
挑
戦
の
歴
史
が
あ
り
、
過
去
4
回
に

わ
た
っ
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き

た
。
5
回
目
の
挑
戦
で
や
っ
と
お
客
様

に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
淹
れ
立
て
の

味
と
香
り
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
店

舗
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る

方
式
を
、
チ
ー
ム
M
D
で
追
求
し
た
。

こ
の
30
年
間
の
歩
み
は
、
鈴
木
が
言
い

続
け
て
き
た
「
ほ
か
の
マ
ネ
を
す
る
な
」

な
い
事
業
体
と
し
て
、
新
た
な
出
発
を

果
た
し
た
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
の
大
髙
善
興
社
長

（
当
時
）は
、
グ
ル
ー
プ
の
戦
略
会
議
で
、

競
争
力
の
あ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

（
P
B
）商
品
の
開
発
を
提
言
し
た
。
グ

ル
ー
プ
の
販
売
力
を
背
景
に
す
れ
ば
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
商
品
に
負
け
な

い
品
質
で
、
か
つ
手
頃
な
価
格
で
荒
利

も
取
れ
る
魅
力
あ
る
商
品
が
つ
く
れ
る

と
い
う
の
が
、
大
髙
の
考
え
だ
っ
た
。

鈴
木
は
こ
の
提
言
を
受
け
止
め
、
大
髙

に
開
発
リ
ー
ダ
ー
を
任
せ
た
。
そ
の
際
、

あ
く
ま
で
も
お
客
様
が
認
め
る
品
質
、

価
値
を
実
現
す
る
も
の
に
し
て
ほ
し
い

と
、
念
を
押
し
た
。
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン

が
培
っ
て
き
た
開
発
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り

入
れ
、
原
料
調
達
か
ら
製
造
、
加
工
な

ど
の
専
門
家
を
交
え
た
チ
ー
ム
M
D
に

取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
生
ま
れ
た

の
が
「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」
で
あ
る
。

　

セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
は
、
各
商
品
分

生
活
支
援
な
ど
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ

な
い
機
能
を
担
う
存
在
と
な
っ
た
。
そ

の
背
景
に
は
、
常
に
お
客
様
の
立
場
か

ら
世
の
中
の
変
化
を
と
ら
え
、
新
た
な

価
値
を
創
造
し
続
け
て
き
た
鈴
木
の
視

点
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
共
同
配
送
や
単
品
管
理
、
P
O 

S
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
代
表
さ
れ
る
数
々

の
取
り
組
み
は
、
一
企
業
の
経
営
革
新

に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
流
通
・
物
流

シ
ス
テ
ム
全
体
の
発
展
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
売
り
手
の
論
理
で
は
な

く
、
消
費
者
の
視
点
か
ら
仕
組
み
を
見

直
し
続
け
た
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
改

革
の
数
々
は
、
そ
の
後
の
小
売
業
界
に

広
く
浸
透
し
、
今
日
の
流
通
イ
ン
フ
ラ

の
礎
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、「
変
化
へ

の
対
応
」
と
「
お
客
様
の
立
場
に
立
つ
」

と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
哲
学
で
あ
っ
た
。

鈴
木
は
過
去
の
成
功
体
験
や
業
界
の
常

識
に
安
住
す
る
こ
と
な
く
、
変
化
す
る

お
客
様
ニ
ー
ズ
を
見
つ
め
続
け
た
。
そ

し
て
2
0
1
6
年
に
経
営
の
第
一
線
を

退
い
た
後
も
、
講
演
活
動
な
ど
を
通
じ

て
流
通
・
小
売
業
へ
の
提
言
を
続
け
、

そ
の
発
展
に
力
を
注
い
だ
。

　

鈴
木
が
築
き
あ
げ
た
仕
組
み
や
理
念

野
の
優
良
メ
ー
カ
ー
と
組
ん
で
開
発
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
、
商
品
に
製
造
者

名
を
明
記
し
た
。
名
の
知
れ
た
メ
ー
カ
ー

が
P
B
商
品
の
製
造
者
と
し
て
名
前
を

明
か
す
こ
と
は
異
例
だ
っ
た
が
、
そ
の

特
別
感
も
あ
っ
て
お
客
様
の
認
知
度
は

瞬
く
間
に
上
が
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
業
態
に
か
か
わ
ら
ず

同
一
商
品
を
同
一
価
格
で
販
売
し
、
セ
ー

ル
な
ど
で
も
値
引
き
販
売
し
な
い
と
い

う
方
針
が
、
グ
ル
ー
プ
内
の
反
発
を
生
み

出
し
て
い
た
。

は
、
今
も
グ
ル
ー
プ
の
中
で
受
け
継
が

れ
て
い
る
。
従
業
員
、
加
盟
店
オ
ー

ナ
ー
、
取
引
先
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

で
お
客
様
と
向
き
合
い
、
変
化
を
と
ら

え
、
新
た
な
価
値
の
創
造
に
挑
み
続
け

て
い
る
。
鈴
木
の
歩
み
は
一
人
の
経
営

者
の
功
績
と
し
て
完
結
す
る
も
の
で
は

な
く
、
次
の
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て

い
く
挑
戦
の
歴
史
そ
の
も
の
だ
。
変
化

が
激
し
さ
を
増
す
時
代
に
あ
っ
て
も
、

鈴
木
敏
文
が
示
し
た
「
変
化
へ
の
対
応
」

と
「
お
客
様
起
点
」
の
考
え
方
は
、
こ
れ

か
ら
も
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
が

進
む
道
を
照
ら
し
続
け
て
い
く
だ
ろ
う
。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ ・

ホ
ー
ル
ディ
ン
グ
ス
誕
生

セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム

セ
ブ
ン
カ
フ
ェ

挑
戦
が
遺
し
た
も
の セブン&アイ・ホールディングス設立の記者発表にて。持株会社

の下で事業会社が一体となって「新・総合生活産業」を目指す
ことを公表した。

オフィスを構えていたホテルニューオータニ（東京）にて。
約3,500アイテム（2026年2月末）を展開するまでに成長した「セブンプレ
ミアム」。

※
本
文
中
の
個
人
名
お
よ
び
企
業
名
等
の
敬
称

を
略
し
て
い
ま
す
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2016年 髙梨沙羅さんとの対談。グループ報2012年6月号での
（株）ファーストリテイリング柳井正会長との対談。

グループ幹部（当時）たちとゴルフ。 ドバイにて、美佐子夫人と。

公私にわたり親交の深かった
凸版印刷（株）足立直樹社長（2001年当時）。

十八番は「悲しい酒」。

毎年1回開催されていたオーナー懇親会。
オーナーとのダイレクトコミュニケーションの場。

2023年 中央大学広報誌取材での学生との記念写真。

ゴルフ中のワンシーン。

ドバイにてラクダに騎乗。

2014年 グループ合同入社式にて。

2024年5月豊洲店に訪店。

2003年4月、勲一等瑞宝章を受章。

1994年 グループ入社式にて
司会徳光和夫さんとゲスト王貞治さんとのトーク。

1999年、弊社株主通信の企画でのソフトバンクグループ（株）
孫正義会長兼社長との対談。

グループ役員（当時）との食事会にて。

公私ともに交流のあった
ヨークベニマル大髙善興名誉会長。

鈴
木
は
、家
族
や
グ
ル
ー
プ
従
業
員
は

も
ち
ろ
ん
、各
方
面
の
著
名
人
な
ど

数
多
く
の
方
々
と
交
流
を
重
ね
、そ
こ

か
ら
得
た
学
び
と
縁
を
大
切
に
し
て

い
ま
し
た
。そ
の
あ
り
し
日
の
姿
を

写
真
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

面
影

あ
り
し
日
の
鈴
木
敏
文

グループ報2013年1月号でのグループ従業員との座談会。
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1981年からスタートしたイトーヨーカ堂の店長会議。鈴木は
ダイレクトコミュニケーションを重視した。

1983年、セブン ‐ イレブン創立10周年記念にて、
伊藤雅俊名誉会長（右）と。

鈴
木
敏
文
の
言
葉
に
刻
ま
れ
た
挑
戦
の
ス
ピ
リ
ッ
ト

変
化
へ
の
対
応
と

基
本
の
徹
底

日
本
に
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」
を
根
づ
か
せ
、

そ
の
存
在
を
数
々
の
挑
戦
の
結
果
と
と
も
に
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
昇
華
さ
せ
た
、
鈴
木
敏
文
。

彼
の
信
念
は
、セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の
礎
で
す
。

私
た
ち
の
心
に
刻
ま
れ
た
鈴
木
敏
文
の
言
葉
を
お
届
け
し
ま
す
。

データは眺めているだけでは価値がない。
そこから次の行為に結び付く仮説を取り出し、
さらにデータで検証することが大切

（1995年3月）

（1987年9月）

改革とはすべてを壊して
ゼロからつくり直すこと

改善とは部分的な修理でしかない。

環
境
が
厳
し
い
時
こ
そ
ス
ト
ア
ロ
イ
ヤ
ル
ティ

が
重
要
に
な
る
。商
品
の
品
質
が
良
く
、価

格
が
良
く
、接
客
が
良
か
っ
た
ら
お
客
様
は

来
て
く
だ
さ
る

（
1
9
8
7
年
3
月
）商

品
づ
く
り
か
ら
接
客
ま
で
、

質
に
よ
る
差
別
化
を
図
り
、

新
し
い
価
値
あ
る
商
品
を

売
り
続
け
る
こ
と
が
重
要

（
2
0
0
2
年
9
月
）

鈴
木
敏
文
の
言
葉
に
刻
ま
れ
た
挑
戦
の
ス
ピ
リ
ッ
ト

か
つ
て
の
プ
ラ
イ
ベー
ト
ブ
ラ

ン
ド（
Ｐ
Ｂ
）商
品
は
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド（
N
B
）商
品

よ
り
安
い
こ
と
が
最
大
の
魅

力
だっ
た
。今
は
、味
や
品
質

が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ
り
、そ
れ
を
前

提
と
し
て
価
格
が
安
く
な

く
て
は
、お
客
様
に
受
け
入

れ
て
も
ら
え
な
い

（
2
0
0
8
年
3
月
）

これまでと違った新しい視点
を生み出す情報源は、お客様
以外にない。
接客などを通じて、お客様はどんな不満を
持ち、何を求めているかをくみ取って、売り
方や商品開発に活かすこと

（2009年3月）

基本を徹底して追求すれば、不振店は少
なくできる。立地や面積を変えなくても、店
づくりや店舗運営の仕方を変えれば、客層
を拡大し、売上を上げることが可能である

（2012年3月）

（1997年3月）

時代に合った小売業とは
徹底して地域に根差した
対応から生まれる

自
分
た
ち
で
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
こ
と

本
当
の
競
争
相
手
は
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
。モ
ノ
ま
ね
で
は
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
つ
い
て
い
け
な
い
。

（
2
0
0
0
年
9
月
）

「将来、私たちを取り巻く環境やお客様の
ニーズがどのように変化していくかを知り、
それに対して今どのような手を打つべきかを
考える」というブレイクスルー思考で
挑戦することが大切 （2007年3月）

2001年、のちにアイワイバンク銀⾏（現 セブン銀⾏）
初代社⻑となる安斎隆（右）とともに、⾦融再⽣委員会

（当時）から銀⾏営業の予備免許審査修了証を受け取る。
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故人を偲ぶ 鈴木敏文名誉顧問をよく知る方 よ々り、ありし日の思い出とともに

追悼のお言葉をいただきました。

鈴
木
さ
ん
は
、
中
央
大
学
の
大
先
輩

で
あ
り
、
ま
た
、
卓
越
し
た
経
営
戦
略

を
次
々
と
構
想
・
実
践
さ
れ
、
そ
の
比

類
な
き
先
見
性
と
実
行
力
に
よ
っ
て

流
通
業
界
に
歴
史
的
変
革
を
も
た
ら

さ
れ
た
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
経
営
者

で
し
た
。

最
初
の
ご
縁
は
、
当
社
の
大
判
プ
リ

ン
タ
ー
を
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の
販
促

活
動
に
ご
採
用
い
た
だ
い
た
こ
と
で
し

た
。
当
時
は
ま
だ
実
績
も
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
鈴
木
さ
ん
は
先

入
観
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
私
や

同
行
し
た
担
当
者
の
話
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
、
後
日
、
自
ら
確
か
め
た
う
え
で

活
用
の
機
会
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
ご
決
断
は
私
ど
も
に
と
っ

て
大
き
な
励
み
と
な
り
、
今
日
の
事
業

発
展
の
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
と
く
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

物
事
の
本
質
を
見
極
め
よ
う
と
さ
れ
る

姿
勢
で
し
た
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
巡
る
議
論
で
も
、
流
行
や
通
説

を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
独
自
の
視
点
か
ら

常
に
本
質
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

揺
る
ぎ
な
い
信
念
、
そ
し
て
自
ら
判
断

し
責
任
を
担
わ
れ
る
姿
勢
は
、
今
な
お

私
の
胸
に
鮮
明
に
刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
中
央
大
学
へ
の
思
い
も
殊
の

外
深
く
、
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
私
も
鈴
木
さ
ん
の
ご
依
頼
で

中
央
大
学
の
講
義
に
う
か
が
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
後
輩
た
ち
へ
の
温
か

な
眼
差
し
と
少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
お
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、
鈴
木
さ
ん
の
ご
冥
福

を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

鈴
木
敏
文
名
誉
顧
問
に
は
、
父
・
佐
治

敬
三
の
時
代
よ
り
長
き
に
わ
た
り
ご

厚
誼
を
賜
り
ま
し
た
。
私
に
と
り
ま
し

て
も
、
鈴
木
さ
ん
は
深
い
敬
意
と
揺
る

ぎ
な
い
信
頼
で
結
ば
れ
た
、
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
と
い
う
新
た
な
業
態
を
日
本
に
根

づ
か
せ
る
な
ど
、
数
々
の
革
新
に
挑
戦
。

そ
の
卓
越
し
た
先
見
性
と
実
行
力
は
、

生
活
者
の
暮
ら
し
を
大
き
く
変
え
、
日

本
の
流
通
史
に
不
滅
の
足
跡
を
刻
ま

れ
ま
し
た
。「
変
化
こ
そ
最
大
の
チ
ャ

ン
ス
」「
常
識
を
疑
え
」と
い
う
信
念
の

も
と
、
常
に
お
客
様
起
点
で
挑
戦
を
続

け
ら
れ
た
経
営
哲
学
は
、
多
く
の
経
営

者
に
と
っ
て
道
標
で
あ
り

続
け
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、
I
Y
グ
ル
ー
プ

の
入
社
式
で
弊
社
の「
や
っ

て
み
な
は
れ
」精
神
を
テ
ー

マ
に
講
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、
鈴
木
さ
ん

は「
変
化
や
失
敗
を
恐
れ
ず

挑
戦
す
る
こ
と
こ
そ
、
新
入

社
員
に
伝
え
た
か
っ
た
」と

大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、毎
年
12
月
に
催
し
た
鈴
木
さ
ん

の
誕
生
日
を
祝
う
会
で
は
、
丁
々
発
止
、

経
営
論
を
交
わ
し
た
り
、
時
に
は
鈴
木

さ
ん
の
歌
声
に
も
接
す
る
な
ど
、
高
揚

感
あ
ふ
れ
る
刺
激
的
で
楽
し
い
時
間
を

と
も
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
、

か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
で
す
。

こ
の
度
の
鈴
木
さ
ん
の
訃
報
に
接
し
、

深
い
悲
し
み
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
改
め

て
長
年
に
わ
た
る
ご
厚
情
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
鈴
木
敏

文
名
誉
顧
問
の
ご
功
績
を
偲
び
、
安
ら

か
な
る
ご
永
眠
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長 

C
E
O

御
手
洗 

冨
士
夫

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長

佐
治 

信
忠

ある年の誕生会にて。
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他
店
で
売
れ
て
い
る
か
ら

自
店
で
も
売
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

自
分
の
店
の
性
格
を
と
こ
と
ん
調
べ
た
う
え
で
、

１
店
舗
１
店
舗
の
品
揃
え
を
考
え
る
こ
と

セブン - イレブンの役員試食。商品チェックには余念がなく、毎日欠かすことがなかった。

今日のお客様は昨日の
お客様と違う。
その日の天候、気温、
データを見て
きめ細かく売場を変えること
（1997年3月）

鈴木はこれまでにいくつもの書籍を出版し、経営哲学や信念を説いた。

商品の数をたくさん揃えることが良
い品揃えではなく、お客様のほし
い商品があることが品揃えの基本

（1988年3月）

我々の仕事は相手の立場に立っ
て、どれだけ理解させられるか。聞
いている人が理解できるような準備
と説明ができなければ、仕事はす
べて独り善がりになってしまう

（1989年4月）

お
店
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、発
注
、品
揃
え
、

陳
列
に
つ
い
て
客
観
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

く
こ
と
が
Ｏ
Ｆ
Ｃ
の
仕
事

（
2
0
1
4
年
8
月
）

Ｆ
Ｃ
会
議
で
ダ
イ
レ
ク
ト
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
を
重
視
す
る
の
は
、そ
こ
で
聞
い

た
り
学
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
し
っ
か
り

自
分
の
も
の
に
し
て
、オ
ー
ナ
ー
さ
ん

と
フェイ
ス・ト
ゥ・フェイ
ス
で
コン
サ
ルティ

ン
グ
す
る
た
め

（
1
9
9
1
年
9
月
）

（
1
9
8
5
年
1
月
）

競
合
他
社
と
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、

コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ビ
ジ
ネ
ス
の
質
を

ど
こ
ま
で
高
め
ら
れ
る
か
を
追
求
す
る
。

（
1
9
9
0
年
10
月
）

他
社
を
物
差
し
に
す
る
と
、

我
々
の
存
在
は
無
意
味
に
な
り
レ
ベル
も
下
が
る
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2
0
0
0
年
3
月
、
30
兆
円
規
模
の

日
本
長
期
信
用
銀
行
の
公
的
管
理
処
理

を
終
え
、
一
息
つ
い
た
私
に
、
小
渕
恵

三
元
総
理
か
ら
突
然
電
話
を
い
た
だ

い
た
。「
安
斎
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
、
貴
方
が
真
っ

暗
に
な
っ
た
長
銀
を
去
る
場
面
が
あ
り
、

涙
が
出
た
」と
い
う
。
そ
の
言
葉
に
励

ま
さ
れ
た
が
、
小
渕
さ
ん
は
翌
月
倒
れ
、

5
月
に
他
界
さ
れ
た
。
小
渕
さ
ん
が
用

意
し
て
く
だ
さ
っ
た
再
就
職
先
も
お
断

り
し
、
先
の
見
え
な
い
日
々
が
続
い
て

い
た
。
そ
ん
な
折
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

の
佐
藤
副
社
長（
当
時
）が「
是
非
会
い

た
い
」と
い
う
。
A
T
M
専
業
銀
行
構

想
へ
の
参
加
の
打
診
だ
っ
た
。

数
回
の
勉
強
会
の
後
、
突
然
会
場
に

現
れ
た
の
が
鈴
木
さ
ん
だ
っ
た
。
初
対

面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
勉
強
は
今
日

で
終
わ
り
だ
。
安
斎
さ
ん
、
握
手
だ
！
」

と
言
っ
て
手
を
差
し
出
さ
れ
た
。
そ
の

決
断
の
早
さ
と
人
を
見
抜
く
力
に
圧

倒
さ
れ
、
私
も
思
わ
ず
手
を
握
り
返
し

た
。
始
め
る
こ
と
だ
け
し
か
残
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日
が
私

の
人
生
の
再
出
発
点
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
銀
行
設
立
は
決
し
て
順
風

満
帆
で
は
な
か
っ
た
。
提
携
先
の
確
保

に
苦
労
し
、
事
業
の
将
来
を
不
安
に
思

う
日
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
鈴

木
さ
ん
は
、
新
し
い
発
想
を
信
じ
、
挑

戦
す
る
人
材
を
支
え
続
け
た
。
あ
の
日

の
握
手
は
、
今
も
鮮
明
に
心
に
残
っ
て

い
る
。
私
に
新
た
な
挑
戦
の
場
を
与
え
、

多
く
を
学
ば
せ
て
く
だ
さ
っ
た
鈴
木
さ

ん
に
、
心
か
ら
の
感
謝
と
哀
悼
の
意
を

捧
げ
た
い
。

初
対
面
で
握
手
と
な
っ
た

 
安
斎 

隆

鈴
木
さ
ん
と
は
、セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン

1
号
店
で
あ
る
豊
洲
店
が
オ
ー
プ
ン
し

た
1
9
7
4
年
以
来
、
ず
っ
と
と
も

に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
間
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

私
は
、
父
を
亡
く
し
て
19
歳
で
家
業

の
酒
販
店
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
当
時
は

高
度
経
済
成
長
期
で
小
売
業
も
大
き
く

変
化
し
て
い
る
時
代
で
し
た
。
そ
ん
な

中
で
、
将
来
を
考
え
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
に
興
味
を
持
ち
、セ
ブ
ン 

‐

イ
レ
ブ
ン
の
国
内
展
開
と
い
う
新
聞
記

事
を
目
に
し
て
、
自
分
か
ら
店
舗
経
営

を
申
し
出
ま
し
た
。
国
内
で
は
コ
ン
ビ

ニ
が
ど
う
い
う
お
店
か
、
ま
だ
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
時
代
で
す
。
そ
ん

な
中
で
、
鈴
木
さ
ん
と
仕
事
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
が
会
長
を
退
任
さ
れ
た

株
主
総
会
で
は
、
そ
の
間
の
い
ろ
い
ろ

な
思
い
出
が
胸
に
迫
り
、「
と
も
に
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
一
加
盟
店

と
し
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」と
い
う
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
す
る
と
、
鈴
木
さ
ん

が「
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
を
始
め
る
時
、

24
歳
の
若
さ
で
進
ん
で
事
業
に
参
画
し

て
く
れ
た
こ
と
が
、
今
日
に
つ
な
が
っ

て
い
る
」と
感
謝
の
言
葉
を
返
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
鈴
木
さ
ん

の
姿
が
、
今
も
目
に
浮
か
び
ま
す
。

鈴
木
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

セ
ブ
ン 

︲ 

イ
レ
ブ
ン
豊
洲
店
オ
ー
ナ
ー 

山
本 

憲
司

小
生
は
こ
れ
ま
で
拙
著
や
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
通
じ
て
、

鈴
木
さ
ん
の
経
営
者
と
し
て
の
偉
大

さ
を
幾
度
と
な
く
語
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
米
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン

に
着
目
さ
れ
、
日
本
で
工
夫
を
凝
ら
し

て
定
着
さ
せ
た
こ
と
は
ま
さ
に
偉
業

で
あ
り
、
そ
の
鈴
木
さ
ん
に
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
を
任
さ
れ
た
伊
藤

雅
俊
さ
ん
と
と
も
に
、
世
界
に
冠
た
る

日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
文
化
を
築
い
た
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
ど
れ
ほ
ど

生
活
が
便
利
に
な
っ
た
か
、
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。

　

小
生
が
野
村
證
券
時
代
に
I
Y
グ

ル
ー
プ
に
行
く
と
、「
変
化
へ
の
対
応

と
基
本
の
徹
底
」と
い
う
1
9
8
3
年

以
来
の
経
営
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
常
に
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
こ
そ
鈴

木
さ
ん
の
経
営
哲
学
そ
の
も
の
で
あ
り
、

時
代
の
変
化
を
敏
感
に
と
ら
え
、
基
本

を
徹
底
的
に
貫
く
姿
勢
に
は
深
い
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鈴
木
さ
ん
は「
世
の
中
が
変

化
す
れ
ば
、
我
々
も
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
変
化
す
る
か
ら

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」と
も
語
ら
れ
、
常

に
未
来
を
見
据
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
、
仮
説
を
立
て
検
証

を
重
ね
る
姿
勢
か
ら
小
生
も
多
く
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

弊
社
20
周
年
記
念
式
典
で
は
、
御
来
賓

あ
い
さ
つ
の
中
で
小
生
を「
本
当
に
勉

強
家
で
あ
り
、
そ
し
て
誠
実
な
人
間

で
あ
る
」と
過
分
な
お
言
葉
で
評
し
て

く
だ
さ
り
、
そ
の
御
厚
情
は
生
涯
忘
れ

ま
せ
ん
。
御
冥
福
を
心
か
ら
御
祈
り

い
た
し
ま
す
。

中
央
大
学
の
大
先
輩
で
あ
り
、
セ
ブ

ン
‐
イ
レ
ブ
ン
を
世
界
一
の
コ
ン
ビ
ニ

チ
ェ
ー
ン
に
育
て
上
げ
た
大
実
業
家
の

鈴
木
さ
ん
が
主
宰
す
る
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

「
す
が
お
会
」に
誘
わ
れ
た
時
、
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
。
た
だ
、「
す
が
お
会
」

は
正
統
派
ゴ
ル
フ
ァ
ー
か
ら
見
れ
ば
と

て
も
コ
ン
ペ
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
ハ
ー
フ
が
終
わ
り「
ど
の
く

ら
い
で
ま
わ
り
ま
し
た
か
」と
聞
か
れ

る
と
鈴
木
さ
ん
は「
50
く
ら
い
で
す
」

と
答
え
、
そ
れ
は
ス
コ
ア
で
は
な
く

「
50
分
で
ま
わ
っ
た
」と
の
意
味
だ
っ
た
。

で
も
ハ
ー
フ
を
50
分
で
ま
わ
れ
る
は
ず

が
な
い
。

鈴
木
さ
ん
は
目
的
意
識
が
強
く
、
健

康
の
た
め
に
は
早
歩
き
が
一
番
と
信

じ
て
、
た
だ
た
だ
早
く
歩
く
た
め
の
コ

ン
ペ
を
つ
く
っ
た
。
パ
ッ
ト
は
何
十
回

か
に
1
回
入
れ
ば
1
パ
ッ
ト
、
グ
リ
ー

ン
か
ら
出
て
も
自
分
で
O
K
と
言
う
。

や
っ
て
見
せ
る
の
だ
。
私
が
ラ
イ
ン
を

キ
ャ
デ
ィ
ー
さ
ん
か
ら
教
わ
る
と「
教

え
て
も
ら
っ
た
ら
一
発
で
入
る
の
か
」と

聞
く
。「
入
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
聞
く
な
」

と
言
っ
て
聞
か
せ
る
。
鈴
木
さ
ん
と
同

じ
よ
う
に
自
ら
O
K
を
出
す
と「
や
っ

と
慣
れ
て
き
た
な
」と
ほ
め
て
く
れ
る
。

連
合
艦
隊
司
令
長
官
だ
っ
た
山
本

五
十
六
の「
や
っ
て
み
せ
、
言
っ
て
聞
か

せ
て
、さ
せ
て
み
せ
、ほ
め
て
や
ら
ね
ば
、

人
は
動
か
じ
」と
い
う
言
葉
を
、
知
っ
て

か
知
ら
ず
か
実
践
し
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
鈴
木
さ
ん
の
ゴ
ル
フ
を
皆
が
実
践

す
る
と
、
本
当
に
50
分
で
ハ
ー
フ
を
ま

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
様
に
セ
ブ

ン
‐
イ
レ
ブ
ン
全
体
を
自
分
流
に
染

め
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
組
織
に
育

て
て
大
成
功
に
導
い
た
に
違
い
な
い
と
、

私
は
勝
手
に
思
っ
て
い
る
。

S
B
I
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

ア
イ
ワ
イ
バ
ン
ク
銀
行 

初
代
社
長

（
現 

セ
ブ
ン
銀
行 

特
別
顧
問
）

北
尾 

吉
孝

元
自
由
民
主
党
副
総
裁

高
村 

正
彦

1
号
店
オ
ー
プ
ン
か
ら
今
日
ま
で

と
も
に
歩
ん
だ
歳
月
を
胸
に
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※
赤
字
は
鈴
木
敏
文
の
出
来
事　

※
団
体
名
は
当
時
の
も
の
で
す

•
長
野
県
埴
科
郡
坂
城
町
に
生
ま
れ
る

•
小
県
蚕
業
学
校（
長
野
県
上
田
市 
現 
上
田
東
高
校
）へ
入
学

•
中
央
大
学
経
済
学
部
に
入
学

•
中
央
大
学
全
学
自
治
会
書
記
長
に
最
年
少
で
選
出
さ
れ
る

•
出
版
取
次
大
手
、東
京
出
版
販
売（
株
）（
現 （
株
）ト
ー
ハ
ン
）

へ
入
社
。新
設
の
出
版
科
学
研
究
所
へ
配
属
さ
れ
、統
計
学

と
心
理
学
を
学
ぶ

•
結
婚

•
弘
報
課
で
P
R
誌『
新
刊
ニ
ュ
ー
ス
』の
紙
面
を
刷
新
。

部
数
を
5
0
0
0
部
か
ら
13
万
部
へ
伸
ば
す

•（
株
）ヨ
ー
カ
堂（
現 

（
株
）イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
）へ
転
職
。販

促
を
担
当
す
る

•
ヨ
ー
カ
堂
、商
号
を「（
株
）伊
藤
ヨ
ー
カ
堂
」に
変
更

（
9
月
1
日
よ
り
店
名
表
記
は「
イ
ト
ー
・
ヨ
ー
カ
堂
」に
）

•
人
事
課
長
も
兼
務
し
、新
入
社
員
採
用
の
た
め
全
国
の
高

校
を
駆
け
ま
わ
る
。以
降
、セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
制
度
、週
休

二
日
制
な
ど
、人
事
の
仕
組
み
を
つ
く
る

•
伊
藤
ヨ
ー
カ
堂
、店
名
表
記
を「
イ
ト
ー
・
ヨ
ー
カ
堂
」か
ら

「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
」へ
変
更

•
人
事
部
門
・
販
促
部
門
の
総
括
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
G
M
）に

•
伊
藤
ヨ
ー
カ
堂
、ベ
ニ
マ
ル
と
の
共
同
出
店
と
な
っ
た
東
北

初
の
店
舗「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
郡
山
店
」を
開
業

•
伊
藤
ヨ
ー
カ
堂
、社
名
を「（
株
）イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
」に
改
称

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
取
締
役
に
就
任

•
清
水
秀
雄
店
舗
企
画
部
G
M
ら
と

と
も
に
ア
メ
リ
カ
視
察

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、東
京
証
券
取

引
所
第
二
部
に
上
場

•
企
業
広
告『
ビ
ッ
グ
・
チ
ェ
ー
ン
が

当
面
す
る
問
題
点 

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
は
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
』

シ
リ
ー
ズ（
日
本
経
済
新
聞
月
1
回
）を
企
画
。掲
載
開
始

•
チ
ェ
ー
ン
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
関
す
る
米
国
視
察
。生
産
性
の

向
上
、技
術
改
善
、人
材
育
成
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、メ
ー
カ
ー
、レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン

な
ど
を
視
察

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、紅
丸
商
事
と
の
業
務
提
携
。

10
月
に
は
商
号
を「（
株
）ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
」に
変
更

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、米
国
デ
ニ
ー
ズ
社
と
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、

米
国
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社（
現 7-E

leven
, In
c.

）と

正
式
提
携
交
渉
開
始

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、米
国
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社
と
の
経
済
条
件

交
渉
、基
本
的
合
意
に
達
す
る

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、東
京
証
券
取
引
所
第
一
部
に
指
定
替
え

•（
株
）デ
ニ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
設
立

•（
株
）ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン（
現 （
株
）セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
）設
立
。専
務
取
締
役
に
就
任

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、米
国
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社
と
エ
リ
ア
サ
ー

ビ
ス
＆
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結

•
米
国
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社
の
チ
ェ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
研
修
の

た
め
第
2
陣
と
し
て
出
発

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、1
9
7
4
年
2
月
期
に
お
い
て
、売
上

高
が
初
め
て
1
0
0
0
億
円
台
を
突
破

•
デ
ニ
ー
ズ
1
号
店
、イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
上
大
岡
店（
神
奈

川
県
横
浜
市
）内
に
オ
ー
プ
ン

•
ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
、国
内
1
号
店
と
な
る
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ

ン
豊
洲
店（
東
京
都
江
東
区
）を
オ
ー
プ
ン

•
ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
、日
本
で
初
め
て
の
リ
ー
チ
イ
ン
ケ
ー
ス

（
扉
付
き
冷
蔵
陳
列
ケ
ー
ス
）導
入

•
ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
、セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
虎
丸
店（
福
島
県
郡

山
市
）で
24
時
間
営
業
を
開
始

•
ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
、山
崎
製
パ
ン（
株
）の
協
力
を
得
て
正
月

三
が
日
の
パ
ン
の
製
造
配
送
を
実
現

•
ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
、新
築
さ
れ
た
松
戸
研
修
セ
ン
タ
ー
で
セ
ブ

ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
開
業
前
研
修
）

開
始

•
ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
、1
号
店
開
店
か
ら
2
年
で
セ
ブ
ン 

‐ 

イ

レ
ブ
ン
国
内
1
0
0
店
舗
を
突
破

•
ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
、弁
当
陳
列
ケ
ー
ス
の
導
入
を
開
始
。卓
上

型
冷
蔵
ケ
ー
ス
で
ス
タ
ー
ト

•
ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
、デ
イ
リ
ー
商
品
の
共
同
配
送
を
首
都
圏

よ
り
開
始
。以
降
、チ
ル
ド
・
加
食
・
雑
貨
な
ど
に
も
拡
大

•
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
開
始
。「
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
い

い
気
分
」「
あ
い
て
て
良
か
っ
た
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
テ
レ
ビ
朝
日
か
ら
放
映

•
ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
、商
品
の
小
ロ
ッ
ト
小
分
け
納
品
化
を
促
進

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、「
経
営
方
針
説
明
会
」ス
タ
ー
ト
。幹
部

社
員
を
集
め
た
ダ
イ
レ
ク
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
常
務
取
締
役
に
就
任

•
ヨ
ー
ク
セ
ブ
ン
、「（
株
）セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」

に
社
名
変
更

•
セ
ブ
ン 
‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。

１
９
３
２
年　

１
９
４
６
年　

13
歳

１
９
５
２
年　

19
歳

１
９
５
3
年　

20
歳

１
９
５
６
年　

23
歳

１
９
５
９
年　

26
歳

１
９
６
２
年　

29
歳

１
９
６
３
年　

30
歳

１
９
６
５
年　

32
歳

１
９
6
８
年　

35
歳

１
９
６
９
年　

36
歳

１
９
７
１
年　

38
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

１
９
７
２
年　

39
歳

　
　
　
　

 　

１
９
７
３
年　

40
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

１
９
７
４
年　

41
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

代
表
取
締
役
会
長
は
伊
藤
雅
俊

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、新
卒
定
期
採
用
を
開
始

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、弁
当
オ
ー
プ
ン
ケ
ー
ス

の
開
発
導
入

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、米
国
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社

と
の
エ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
関
す

る
当
事
者
の
地
位
を
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
か
ら
継
承

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、発
注
端
末
機
タ
ー
ミ

ナ
ル
セ
ブ
ン
を
日
本
電
気（
株
）と
共
同
開
発
、長
野
県

か
ら
導
入
開
始

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
国

内
5
0
0
店
舗
を
突
破

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、日
本
型
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
と
し
て
開
発
を
始
め
た
お
に
ぎ
り
で
、業
界
初
の
手
巻

き
タ
イ
プ
を
発
売
。大
ヒ
ッ
ト
商
品
に

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、ベ
ン
ダ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン

専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
当
時
野
村
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

（
株
）、現 （
株
）野
村
総
合
研
究
所
）使
用
開
始

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、設
立
か
ら
わ
ず
か
6
年

で
東
京
証
券
取
引
所
二
部
に
上
場
。当
時
の
史
上
最
短

記
録
を
突
破

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、

日
本
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
協
同
組
合
設
立

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
グ
ル
ー
プ
の
呼
称
を「
I
Y
グ
ル
ー
プ
」に
変
更
、グ
ル
ー
プ

ロ
ゴ
も
制
定

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、新
型
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ
ブ
ン
の
導
入

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、日
本
の
流
通
史
上
初
と
な
る
牛
乳
の
共
同
配
送

シ
ス
テ
ム（
メ
ー
カ
ー
各
社
集
約
化
）開
始

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
1
0
0
店
舗
を
突
破

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
国
内
1
0
0
0
店
舗
を
突
破

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、1
9
8
1
年
2
月
期
決
算
で
三
越
を
抜
い
て
小
売
業
で
初
め
て

経
常
利
益
日
本
一
へ

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、東
京
証
券
取
引
所
第
一
部
に
指
定
替
え
と
な
る

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、中
間
期
決
算
で
一
転
、創
業
来
、初
の
減
益
に
陥
る

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、日
本
通
運
の
ペ
リ
カ
ン
便
と
業
務
提
携
し
、宅
配

便
の
取
次
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

１
９
７
５
年　

42
歳

１
９
７
６
年　

43
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

１
９
７
７
年　

44
歳

　
　
　
　

 

１
９
７
８
年　

45
歳

　
　
　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

１
９
７
９
年　

46
歳

　
　
　
　

 　

１
９
８
０
年　

47
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 

　

１
９
８
１
年　

48
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

1978年、日本初の小型
多段型オープンケース
を導入。1990年には、
米飯を最もおいしく保て
る20℃の恒温ケースを
導入（写真は1990年頃
の恒温ケース）。

1972年、上場を機に
スタートしたシリー
ズ広告。当時販売促
進の責任者であった
鈴木と企画制作会社
との協議で生まれた
企画であった。

イトーヨーカドー
上大岡店内にオー
プンしたデニーズ
1号店（1974年）。

清水秀雄店舗企画部GMらとと
もに行ったアメリカ視察（1971年）。

店名を
「イトー・ヨーカ堂」
に（1965年）。

ホテルニューオー
タニ（東京）で100
店舗達成記念パー
ティーが催された

（1976年）。

24時間営業店
（1975年）。

流
通・小
売
業
に
革
新
を
起
こ
し
続
け
た

歩
み

鈴
木
敏
文
と

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の

発注端末機
ターミナル
セブン

（1978年）。

東京出版販売
時代。

23



•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、本
部
と
店
舗
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
確
立
の
た
め
、毎
週
月
曜
日
の
店
長
会
議
を
ス
タ
ー
ト

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、「
業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
の
ち

に「
業
務
改
革
委
員
会
」と
改
称
）発
足
。「
業
革
」が
始

ま
る
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
に

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
開
始

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、P
O
S（
販
売
時
点
情

報
管
理
）シ
ス
テ
ム
ス
タ
ー
ト
、T
C（
タ
ー
ミ
ナ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
）、P
O
S
レ
ジ
ス
タ
ー
の
開
発
導
入

•
セ
ブ
ン 

‐ 
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、発
注
用
端
末
機
E
O
B

（
電
子
発
注
台
帳
）の
導
入
を
開
始

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、経
営
方
針
説
明
会
を
実
施
し
、「
変
化

へ
の
対
応
と
基
本
の
徹
底
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
る

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、日
本
初
の
本
格
的

P
O
S
シ
ス
テ
ム
の
全
店
導
入
完
了

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
専
務
取
締
役
に
就
任

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、業
務
改
革
7
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
発
表

•
第
1
回
I
Y
グ
ル
ー
プ
経
営
方
針
説
明
会
を
実
施

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
式
手

巻
お
に
ぎ
り
新
発
売

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン・
ジ
ャ
パ
ン
、お
で
ん
の
全
国
展
開
開
始

•
1
9
8
5
年
2
月
期
I
Y
グ
ル
ー
プ
連
結
決
算
で
営
業

収
益
1
兆
円
を
突
破

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、調
理
麺
を
新
発
売

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
取
締
役
副
社
長
に
就
任

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、双
方
向
P
O
S
レ
ジ

ス
タ
ー
の
導
入

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、加
工
食
品
の
共
同
配
送
シ
ス
テ
ム
が

首
都
圏
で
ス
タ
ー
ト

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
で
業
務
改
革
が
始
ま
る

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、米
飯
・
調
理
パ
ン
賞
味

期
限
表
示
開
始

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、米
飯
共
同
配
送
3
便
制

を
開
始

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、東
京
電
力（
株
）の
料
金

収
納
代
行
業
務
で
初
の
公
共
料
金
取
り
扱
い
を
開
始

１
９
８
２
年　

49
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

１
９
８
３
年　

50
歳

　
　
　
　

 　

１
９
８
４
年　

51
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

１
９
８
５
年　

52
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

１
９
８
６
年　

53
歳

　
　
　
　

 　

１
９
８
７
年　

54
歳

　
　
　

　

 　

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約

更
新
約
定
作
成

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、1
号
店
で
あ
る
セ
ブ

ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
豊
洲
店
の
契
約
更
新

•（
社
）日
本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
協
会
会
長
就
任

•S
E
V
E
N
-E
L
E
V
E
N

（H
A
W
A
II

）, IN
C
. 

設
立
。

代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、米

国
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社
に
対
し
資
本
参
加
。経
営
再
建
に
参

画
す
る
こ
と
で
基
本
合
意

•（
株
）シ
ョ
ッ
プ
‐
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ャ
パ
ン
設
立
。

代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

「
シ
ョ
ッ
プ
‐
ア
メ
リ
カ
」取
り
扱
い
開
始（
94
年
10
月
休
刊
）

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、経

営
が
悪
化
し
た
米
国
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社
の
株
式
を
取
得

し
経
営
再
建
を
開
始
。3
年
目
に
黒
字
転
換
を
果
た
す

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、新
P
O
S
レ
ジ
ス
タ
ー

の
導
入
開
始（
第
4
次
総
合
店
舗
情
報
シ
ス
テ
ム
の
確
立
）

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
代
表
取
締
役
社
長

お
よ
び
I
Y
グ
ル
ー
プ
代
表
に
就
任

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
会
長
兼

C
E
O
に
就
任

•
米
国
テ
キ
サ
ス
大
学
で「
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の
経
営
哲
学
」

と
題
し
て
講
演

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
国

内
5
0
0
0
店
舗
を
突
破

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン「
焼

き
た
て
直
送
便
」の
展
開
を
北
海
道
エ
リ
ア
で
ス
タ
ー
ト

（
2
0
0
2
年
に
全
国
展
開
完
了
）

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、会
社
設
立
20
周
年
事
業

と
し
て「
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
み
ど
り
の
基
金
」設
立

•
第
19
回「
経
済
界
大
賞
」受
賞

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、

1
9
9
4
年
2
月
期
の
経
常
利
益
小
売
業
ト
ッ
プ
に

（
8
8
1
億
1
0
0
0
万
円
）

•（
任
）日
本
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
協
会
会
長
に
就
任

•「
財
界
賞
経
営
者
賞
」受
賞

•
初
め
て
と
な
る
グ
ル
ー
プ
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ（
M
D
）

商
品
を
発
売

•
雑
誌『
東
洋
経
済
』主
催「
東
洋
経
済
賞
」受
賞

•（
株
）芝
パ
ー
ク
出
版（
後 

（
株
）セ
ブ
ン
&
ア
イ
出
版
）設
立

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、発
注
精
度
向
上
の
た
め
、

気
象
情
報
会
社（
株
）ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
と
共
同
開
発
し

た
気
象
情
報
シ
ス
テ
ム
の
全
店
導
入

•
中
国
に
成
都
伊
藤
洋
華
堂
有
限
公
司（
日
本
名
：
成
都
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
）設
立

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン・
ジ
ャ
パ
ン
、1
9
9
7
年
2
月
期
決
算

で
経
常
利
益
が
小
売
業
で
初
め
て
1
0
0
0
億
円
を
突
破

•
総
理
府
国
民
生
活
審
議
会
委
員
に
就
任

•
藍
綬
褒
章
受
章

•（
社
）経
済
団
体
連
合
会
副
会
長
に
就
任

•
成
都
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、中
国
・
成
都
に
1
号
店「
成
都
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
春
熙（
し
ゅ
ん
き
）店
」開
店

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、第
5
次
総
合
店
舗
情
報

シ
ス
テ
ム
の
導
入
開
始

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、中
国
・
北
京
に
1
号
店「
華
糖
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
十
里
堡
店
」を
開
店

•
第
14
回「
企
業
広
報
賞
優
秀
経
営
者
賞
」受
賞（（
財
）経
済

広
報
セ
ン
タ
ー
主
催
）

•
小
渕
政
権
下
で
経
済
戦
略
会
議
の
委
員
に
就
任

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、1
9
9
9
年
2
月
期
の
連
結
営
業

収
益（
3
兆
2
6
7
0
億
円
）が
ダ
イ
エ
ー
を
抜
き
小
売
業

日
本
一
に

•（
任
）日
本
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
協
会
会
長
に
再
度
就
任

•
米
国
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
社
、7-E

leven
, In
c. 

に
社
名
変
更

•
小
渕
政
権
下
で
産
業
競
争
力
会
議
の
委
員
に
就
任

•
イ
ー・シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ・ブ
ッ
ク
ス（
株
）（
現 （
株
）セ
ブ
ン
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）設
立

•
紺
綬
褒
章
受
章

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、イ
ー
エ
ス
ブ
ッ
ク
ス
取
り
扱
い
開
始
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
書
籍
販
売
の
代
金
収
納
開
始

•（
株
）セ
ブ
ン
ド
リ
ー
ム
・
ド
ッ
ト
コ
ム
設
立

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
麺

「
有
名
店
ラ
ー
メ
ン
シ
リ
ー
ズ
」発
売

•
森
政
権
下
で
産
業
新
生
会
議
の
委
員
に
就
任

•7-E
leven

, In
c. 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
に
13
年

ぶ
り
に
再
上
場

•（
株
）セ
ブ
ン
・
ミ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
設
立

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、2
0
0
1
年
2
月
期
の

チ
ェ
ー
ン
全
店
売
上
高
、ス
ー
パ
ー
最
大
手
ダ
イ
エ
ー
を

抜
き
小
売
業
ト
ッ
プ
に

  （
チ
ェ
ー
ン
全
店
売
上
高
：
2
兆
4
6
6
億
4
0
0
0
万
円
）

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ッ
シ
ュ

フ
ー
ド
に
原
材
料
、ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
を
実
施

•（
株
）ア
イ
ワ
イ
バ
ン
ク
銀
行（
現 （
株
）セ
ブ
ン
銀
行
）設
立
。

国
内
初
の
A
T
M
に
よ
る
決
済
中
心
の
銀
行
が
誕
生

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、 「
保
存
料
・
合
成
着
色
料
」

を
使
用
し
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ド
商
品
を

販
売

•（
株
）ア
イ
ワ
イ
・
カ
ー
ド
・
サ
ー
ビ
ス（
現 （
株
）セ
ブ
ン
・
カ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
）設
立

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、こ
だ
わ
り
お
む
す
び
を

発
売

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、調
味
料
プ
ロ
セ
ス
セ
ン

タ
ー
ス
タ
ー
ト

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、 「
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
」

を
活
用
し
た
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
取
り
扱
い
開
始

•
勲
一
等
瑞
宝
章
受
章

•
I
Y
グ
ル
ー
プ
代
表
お
よ
び
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
代
表
取
締

役
会
長
兼
C
E
O
に
就
任

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、国
内
小
売
チ
ェ
ー
ン
と

し
て
は
初
め
て
世
界
最
大
規
模
の
1
万
店
舗
を
突
破

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン
、 

足
立
区
で
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始

•（
学
）中
央
大
学
よ
り
日
本
人
で
は
初
の
名
誉
博
士
号
を
授
与

さ
れ
る

•
合
弁
会
社
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
北
京
有
限
公
司
を
設
立

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、和
歌
山
県
と「
地
域
協

１
９
８
9
年　

56
歳

　
　
　
　

 　

１
９
９
０
年　

57
歳

　
　
　
　

 　

１
９
９
１
年　

58
歳

　
　
　
　

 　

１
９
９
２
年　

59
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

１
９
９
３
年　

60
歳

　
　
　
　

 　

１
９
９
４
年　

61
歳

　
　
　
　

 

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

１
９
９
５
年　

62
歳

１
９
９
６
年　

63
歳

　
　
　
　

 　

１
９
９
７
年　

64
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

１
９
９
８
年　

65
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

１
９
９
９
年　

66
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

２
０
０
０
年　

67
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 

　

　
　
　
　

 　

２
０
０
１
年　

68
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

２
０
０
２
年　

69
歳

　
　
　
　

 

２
０
０
３
年　

70
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

２
０
０
４
年　

71
歳

　
　
　
　

 　

グループ MDによる
開発商品第１号の衣料
用洗剤「シュート」と、
グローバル開発商品
の先駆となった「クラ
シック・セレクション・
コーラ」（1994年）。

「業務改善プロジェ
クト」スタート。
毎週1回幹部社員を
集め、ダイレクトコミュ
ニケーションを実施

（1982年）。

セブン - イレブン全
店へ POSシステム
導入開始（1982年、
第2次総合店舗情報
システム）。

セブン - イレブンの
公共料金収納代行
サービスがスタート

（1987年）。

チームMDによる焼
き立てパンには、焼
成後もおいしい冷凍
生地を使用。1993年
のテスト販売ではパ
ン全体の売上が2.5
倍に。

レジ横に募金箱を設
置して釣り銭の寄付
など、お客様にも協力
を呼びかけた（1993
年）。

米国サウスランド社再建支援スタート
（1991年）。

四川省成都市に出店
した「成都イトーヨー
カドー」1号店の春熙
店（1997年）。

オリジナル商品
から保存料・合成
着色料の排除を
実施（2001年）。

ポイント機能とクレジット機能を併
せ持つアイワイカード（2001年）。

中央⼤学名誉博⼠
学 位 贈 呈 式 にて

（2003年）。

流通業界初の銀行、
アイワイバンク銀行
設立。
5月よりATMサー
ビス開始（2001年）。

2425



グローバルブランド『7-Eleven』の展開

※掲載されている数値は2026年2月末時点のものです

※1 セブン- イレブン・ジャパン、 
セブン- イレブン・沖縄の合計

※2 ハワイを含む

2,079 店
中南米

北米※2

12,812 店

70,920 店
21,927 店

アジア

うち日本※1

765 店
オセアニア

363店
ヨーロッパ

86,939 店
日本は2026年2月末現在／

日本以外は2025年12月末現在

セブン-イレブンの店舗数

10.4 兆円

営業収益

35,967名
従業員数

国内

約2,000 万人

グローバル

約6,240 万人

1日あたりの来店客数

働
事
業
の
実
施
に
関
す
る
協
定
」締
結
。地
方
自
治
体
と

の
協
定
締
結
は
初

•
中
国
・
北
京
に
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
が
初
出
店
。1
号
店
と

な
る「
東
直
門
店
」を
開
店

•
米
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
、英
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
に
招
か
れ
、M
B
A
受
講
生
に
講
義
を
行
う

•
小
泉
政
権
下
で
高
度
通
信
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
推
進

戦
略
本
部
員
に
就
任

•
セ
ブ
ン 
‐ 
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、野
菜
の
鮮
度
を
保
つ

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン（
低
温
物
流
）を
全
国
に
整
備

•
セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
設
立
。

東
京
証
券
取
引
所
第
一
部
上
場
。

代
表
取
締
役
会
長
兼
C
E
O
に
就
任

•（
学
）中
央
大
学
理
事
長
に
就
任
し
、大
学
改
革
に
着
手

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、株
式
の
公
開
買
い
付
け

を
終
了
し
、7-E

leven
, In
c. 

を
完
全
子
会
社
化

•
セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、2
0
0
6
年
2
月

期
決
算
で
営
業
利
益
が
過
去
最
高
に

•
セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
し
て
初
の
合
同

入
社
式
を
実
施（
9
社
1
1
1
3
名
）

•（
株
）ミ
レ
ニ
ア
ム
リ
テ
イ
リ
ン
グ（
現 

（
株
）そ
ご
う
・
西
武
）

を
セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
完
全
子
会
社
化

•（
株
）ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
、株
式
交
換
に
よ
り
セ
ブ
ン
&

ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
完
全
子
会
社
化

•
流
通
業
界
初
の
独
自
の
電
子
マ
ネ
ー「n

an
aco

（
ナ
ナ

コ
）」導
入
開
始

•
グ
ル
ー
プ
M
D
で
開
発
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」を
グ
ル
ー
プ
店
舗
に
て
販
売
開
始

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、唐
揚
げ
、コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
、

フ
ラ
イ
ヤ
ー（
揚
げ
物
用
調
理
設
備
）に
よ
る
揚
げ
立
て

商
品
の
カ
ウ
ン
タ
ー
販
売
を
開
始

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
中
国
有
限
公
司
を
設
立

•
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト「
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
ネ
ッ
ト
」が

ス
タ
ー
ト

•（
株
）セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア（
現 S

p
ireX

（
株
））を
設
立

•7-E
leven

, Inc. 

世
界
各
地
の
エ
リ
ア
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
を
東
京
に
集
め
、「
ラ
イ
セ

ン
シ
ー
リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催

•
中
国
・
上
海
に
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
初
出
店

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
北
京
、中
国
・
天
津
に
出
店
を
開
始

•
セ
ブ
ン
&
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト「
セ
ブ
ン
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
」サ
ー
ビ
ス
開
始

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、「
近
く
て
便
利
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、品
揃
え
の

大
幅
見
直
し
を
開
始

•（
一
財
）セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
を
設
立
。 「
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
み
ど
り

の
基
金
」の
業
務
を
移
行

•「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」の
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
商
品
群「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム 

ゴ
ー
ル
ド
」

誕
生

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
成
都
有
限
公
司
を
設
立

•
世
界
の
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
が
4
万
店
舗
を
突
破

•
紺
綬
褒
章
受
章

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
成
都
、中
国
・
成
都
市
に
1
号
店
を
開
店

•
セ
ブ
ン
&
ア
イ
グ
ル
ー
プ
、東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
対

し
、被
災
地
へ
緊
急
支
援
物
資
を
お
届
け

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、移
動
販
売「
セ
ブ
ン
あ
ん

し
ん
お
届
け
便
」を
開
始

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、初
の
仮
設
店
舗
が
宮
城

県
気
仙
沼
市
と
岩
沼
市
に
各
1
店
舗
開
店

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、韓
国
の
コ
リ
ア
セ
ブ
ン

と
契
約
、包
括
的
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、チ
ェ
ー
ン
全
店
売
上
高

3
兆
円
を
突
破
。国
内
小
売
業
単
一
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
は
初

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
天
津
商
業
有
限
公
司
を
設
立

•
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
よ
り「S

E
V
E
N

 C
A
F
É

（
セ
ブ
ン

カ
フ
ェ
）」を
発
売

•
世
界
の
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
が
5
万
店
舗
を
突
破

•
セ
ブ
ン
ゴ
ー
ル
ド
よ
り「
金
の
食
パ
ン
」を
発
売

•「S
E
V
E
N

 C
A
F
É

 D
on
u
t

（
セ
ブ
ン
カ
フ
ェ
ド
ー

ナ
ツ
）」を
関
西
地
区
よ
り
順
次
発
売
、2
0
1
5
年
8
月

に
全
国
展
開

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
業
界
初

と
な
る
外
国
人
旅
行
者
な
ど
へ
の
免
税
販
売
を
開
始

　
　
　
　

 　

２
０
０
５
年　

72
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

２
０
０
６
年　

73
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

２
０
０
７
年　

74
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

２
０
０
８
年　

75
歳

　
　
　
　

 　

２
０
０
９
年　

76
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　
　
　

　
　

 　

　
　
　
　

 　

２
０
１
０
年　

77
歳

２
０
１
１
年　

78
歳

　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

２
０
１
２
年　

79
歳

　
　
　
　

 　

２
０
１
３
年　

80
歳

　
　
　
　

 　

　
　
　
　

 　

２
０
１
４
年　

81
歳

　
　
　
　

 　

•「
第
59
回 

財
界
賞
」を
受
賞

•
ネ
ッ
ト
と
店
舗
を
融
合
し
た
総
合
通
販
サ
イ
ト「om

n
i7

」グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

•
セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
会
長
兼
C
E
O
退
任
。名
誉

顧
問
に
就
任

•
世
界
の
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
が
6
万
店
舗
を
突
破

•「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」発
売
か
ら
10
周
年
。生
鮮
食
品
や

日
用
品
・
衣
料
品
に
も
品
揃
え
を
拡
大
し
、「
セ
ブ
ン
プ
レ

ミ
ア
ム
」「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム 

ゴ
ー
ル
ド
」「
セ
ブ
ン
プ
レ

ミ
ア
ム 

フ
レ
ッ
シ
ュ
」「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム 

ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
」「
セ
ブ
ン
カ
フ
ェ
」の
5
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
に
再
編

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン
、（
株
）セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン・

沖
縄
を
設
立

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
国
内

2
万
店
舗
を
突
破

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
沖
縄
、沖
縄
県（
那
覇
市
ほ
か
）に

初
出
店
。セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
の
出
店
エ
リ
ア
が
全
都
道

府
県
に

•
世
界
の
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
が
7
万
店
舗
を
突
破

•
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、前
身
で
あ
る「
羊
華
堂
」創
業
か
ら

1
0
0
周
年

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、大
規
模
災
害
に
対
す

る
事
業
継
続
基
本
計
画（
B
C
P
）を
大
幅
改
定

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と

7-E
leven

, In
c. 

の
共
同
出
資
に
よ
り

7-E
leven In

tern
ation

al L
L
C

 

を
設
立

•
世
界
の
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
が
8
万
店
舗
を
突
破

•「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」15
周
年
、累
計
販
売
金
額
13
兆
円

（
同
年
7
月
末
時
点
）を
突
破

•
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
名
誉
会
長

伊
藤
雅
俊
逝
去

•
セ
ブ
ン 

‐ 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、創
業
50
周
年

•
5
月
18
日
、逝
去

•
政
府
よ
り
従
三
位
を
追
贈
さ
れ
る

２
０
１
５
年　

82
歳

　
　
　
　

 　

２
０
１
６
年　

83
歳

　
　
　
　

 　

２
０
１
７
年　

84
歳

　
　
　
　

 　

２
０
１
８
年　

85
歳

２
０
１
９
年　

86
歳

　
　
　
　

 

２
０
２
０
年　

87
歳

２
０
２
１
年　

88
歳

　
　
　
　

 　

２
０
２
２
年　

89
歳

　
　
　
　

 　

２
０
２
３
年　

90
歳

２
０
２
６
年　

93
歳

ヨークベニマル完全
子会社化。グループ
の食品スーパー事業
の業務統合を推進

（2006年）。

セブン＆アイ・ホー
ルディングス設立、

「新・総合生活産
業」誕生へ（2005
年）。

セブン - イレブン・沖縄、
沖縄県に初出店。那覇
市ほかに14店オープン

（2019年）。

セブン - イレブン・ジャパン
創業50周年記念式典にて
登壇する敏文（2023年）。

店頭で一杯ずつドリップ
するコーヒーが手軽な価
格で飲めると大人気商品
に（2013年）。

発売から2週間で
65万個を販売し
た「金の食パン」

（2013年）。

流通業界初の電子マネー「nanaco」
がスタート（2007年）。
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東
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編
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プ

当社ホームページにて、
鈴木名誉顧問のあくなき挑戦や
従業員に向けたラストメッセージを
まとめた動画を掲載しております。

鈴木敏文
挑戦

～変化への対応と基本の徹底～




